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野菜も元気！　対馬も元気！
　1月15日、峰町佐賀で、家庭から出た生ごみを「EM」の力によって堆肥
化した堆肥で栽培した「元気野菜コンテスト」が開催されました。驚く
ほど大きく育った野菜たちは無農薬のため、もちろん“安心安全!!”

祝　白寿　おめでとうございます�
主藤キワさん（厳原町）大正2年1月2日生まれ�
　99歳を迎えられた主藤さんに市から褒状とお祝い金が
贈られました。これからも長生きしてください。

東北復興への助力�
　復興へ向けて歩みだした宮城県石巻市へ対馬市から技術職員を派遣しています。震
災から間もなく１年。対馬市は引き続き被災地を応援してまいります。11～12月に派
遣された藤島隆之さん（農林水産部基盤整備課：左）、現在派遣中の扇裕二さん（同：右）。

「市民のミカタ」が交代しました�
　法務大臣から委嘱を受け、人権思想の普及や人権侵害被害者の救済活動を行う人権擁護
委員が代わりました。12月31日付けで退任した太田鳳祥さん（厳原町：左）ありがとうござ
いました。1月1日付けで就任した鳥屋洋美さん（厳原町：右）これからよろしくお願いします。

「伝統食材」と「最新ツール」のコラボレーション�
　1月28日、対馬市農業振興公社の協力で、対馬の伝統的な保存食である“せんだ
んご”丸め体験会が行われました。このイベントは、島おこし協働隊員の須澤佳子
さんが「Facebook」（20ページ参照）を使って呼びかけ、参加者を募りました。

Tsushima
Topics

TSUSHIMA ARTISTの祭典
　「第8回対馬市民美術展」が対馬市交流センターと上県公民
館で開催されました。洋画や日本画・写真・書・工芸などの力
作を前に、訪れた市民は「心豊かな時間」を満喫しました。

“希望し 努力し 感謝して生きよと 鼓は響く”�
　1月15日、対馬市交流センターで障がい者によるプロの和太鼓
集団「瑞宝太鼓」公演が行われました。迫力あるパフォーマンスと
あふれ出す“魂”は、訪れた観客の心を大きく揺さぶりました。

こ�

フェイスブック
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　アサヒスーパードライ「うまい！を明日へ！」

プロジェクトにより、長崎県の皆さんの「うま

い！」で集まった「439万9,584円」の寄付を、ア

サヒビール（株）からいただきました。

　いただいた寄付金は、対州馬の生育環境の保

全活動のために大切に使わせていただきます。

�

　　　　　　　 写真右：山添勝吉　長崎支社長�

　1月14日、昨夏のインターハイで全国制覇

を成し遂げた県立大村工業高校ソフトボール

部（山口義男監督）によるソフトボール教室（主

催：対馬市ソフトボール協会）が開催されま

した。

　日本一メンバーである武末翔一くん（3年：

比田勝中出身）をはじめ、春田一成くん・原

田昌樹くん（ともに1年：仁田中出身）と、対

馬市出身選手も「来島」。

　全国トップレベルのプレーを目の当たりに

したつしまっ子たちは、目を輝かせ、真剣に

指導を受けていました。

2

写真：九州ご当地グルメコンテスト優勝時�

　対馬とんちゃん部隊（齋藤豪隊長）が、結

成当初からの目標であった「B級ご当地グルメ

でまちおこし団体連絡協議会（通称・愛Bリー

グ）」の正会員として承認されました。

　離島の団体では全国初。これでＢ級グルメ

日本一への挑戦権を手にしました。

　B級グルメ日本一を決めるB-1グランプリは、

今秋福岡県北九州市で開催予定です。

　「ますます、地域のために！と気合が入り

ます。これからも皆さんの力を少しずつお借

りして頑張っていきます！」（齋藤隊長）

いっせい

しょういち

まさ　き
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　1月8日、峰町シャインドームみねで成人式が行われました。�
　339人（対象：433人）の新成人が“大人”としての自覚を新たに、喜びと責任をかみしめました。
式では、新成人を代表して小田舞美さん（美津島町）が「対馬に生まれたことを誇りに、成長し続
けます」と誓いの言葉を述べました。�
�
　「大人になる」ということは、「“利己”から“利他”」へ「“依存”から“自立”」へ心のギアを切りかえる
ことかもしれません。誰かのために汗をかく。そこに「誇り」が生まれます。�
�
　世界的不況や少子高齢化に加え、原発事故をめぐる問題など、これまでの私たちの「生き方」が
問われている現在。新たなものを創り出す創造力をもって現実の危機や環境変化に対応し、生き残
りを図らねばなりません。そのためには、柔軟な発想そして無限の可能性を秘めた新成人の皆さん
の力が不可欠です。�
�
　対馬に生まれたことを誇りに、そして対馬の未来が輝くように、みんなが一つになって歩を進め
ていきましょう。�

祝  

誓いの言葉を述べる小田舞美さん�

お だ まい　み�

り こ � り た � い ぞ ん � じ り つ �
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①厳原町
②福岡市　
③学生
④お母さんみたいなお嫁さ
んになる事
⑤大自然
⑥自然を保ってほしい
⑦対馬の良さを広めていけ
たらなと思います。山坂　永山坂　永さん�山坂　永さん�

①美津島町　②対馬市
③会社員
④VIPでいい女になる
⑤人がいい!

⑥若者があふれるいい対馬♡笑
⑦対馬を盛り上げてます。

石井　優花石井　優花さん�石井　優花さん�

①厳原町　②福岡県　③学生
④春から音楽教室に就職が決ま
りました。子ども達にピアノ
を教えるのが楽しみです♪
⑤海と山が豊かなところ。

今林　夏希今林　夏希さん�今林　夏希さん�

①厳原町　②福岡市
③短大生　④幸せいっぱい!

⑤いい人いっぱい!

⑥就職いっぱい!

⑦笑顔いっぱい!

青柳　梓青柳　梓さんさん�青柳　梓さん�

①厳原町　
②東京都文京区
③学生
④対馬を世に知らしめる
⑤ティアラに行けば誰
かしら会えるとこ
⑥発展
⑦しょう油屋を世界に!!

江口　慶祐江口　慶祐さん�江口　慶祐さん�

①厳原町　②対馬市
③フリーター
④BIGになる!!

⑤海・山・川・町♡♡
⑥すてきな森に囲まれてほしい
⑦有名になっている!!

松本　明日香松本　明日香さん�松本　明日香さん�

①豊玉町
②柳川市
③美容専門学校
④カリスマ美容師
⑤自然!!

⑥自然を大切に!

⑦有名美容師 !イッ
コーみたいな♡♡

平山　里子平山　里子さん�平山　里子さん�

①峰町
②長崎市
③三菱重工（株）長崎造船所
④元気に定年する!

⑤ご飯が美味しい!

⑥今の風景そのままに活性
化していてほしい。
⑦結婚してたらいいなぁ・・・

井上　達貴井上　達貴さん�井上　達貴さん�

①豊玉町　②福岡市　③居酒屋
④すてきなおよめさん♡
⑤空気がおいしい!

⑥もっとあそべるところがほ
しい。
⑦すてきなママになってます♡

大野　芽伊大野　芽伊さん�大野　芽伊さん�

①峰町　②愛知県豊田市
③トヨタ期間工
④幸せな家庭を作る
⑤自然が豊か
⑥より活気のある島に
⑦なんとか生きる

森本　優志森本　優志さん�森本　優志さん�

①厳原町　②対馬市　③自衛官
④世界平和に貢献
⑤人が温かくて優しいところ
⑥活気あふれる明るい対馬
⑦防衛

橘　尚吾橘　尚吾さん�橘　尚吾さん�

①厳原町
②長崎市
③学生
④夢を見つけて楽しく過ごす
⑤自然豊かなところ、のんび
りできるところ
⑥就職場所がもっと増えて、若
者が多く住み、活気あるとこ
ろになってほしい
⑦どこかで就職して、できれ
ば結婚も!

神宮　彩加神宮　彩加さん�神宮　彩加さん�
①峰町　②名古屋市
③介護関係
④今、ホームヘルパーの資格
を去年とったばかりなので
今後は、社会福祉士などの
資格を取り対馬に帰ってき
て就職したいです。
⑤自然が豊かなとこ
⑥もっと就職がしやすく、み
んなが住みやすい町になっ
てほしいです。
⑦資格取得

阿比留　典子阿比留　典子さん�阿比留　典子さん�

①出身地　②現住所　③職業　④将来の目標
⑤対馬のここが好き
⑥10年後どんな対馬になってほしいですか？
⑦その時あなたは、何をしていますか？
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①上県町
②対馬市
③公務員（市役所）
④結婚する。
⑤自然が豊かで人情
あふれるところ。
⑥若者を多くしたい
です。
⑦対馬に貢献して
ます。

川本　実奈川本　実奈さん�川本　実奈さん�

①豊玉町 ②福岡市 ③大学生
④小学校の先生
⑤人が優しいところ
⑥皆が楽しく暮らせる対馬
⑦小学校の先生になっている

山口　未来山口　未来さん�山口　未来さん�

①上県町　②大分市　③大学生
④金融系　⑤自然がいっぱい。
⑥いまのままで。
⑦働いてます。

島居　春彦島居　春彦さん�島居　春彦さん�

①厳原町　②福岡県小郡市
③専門学生
④立派なパティシエ
⑤自然に囲まれていると
ころ
⑥韓国との交流がもっと深
まればいい
⑦パティシエになってみん
なに笑顔を!! 朝妻　直斗朝妻　直斗さん�朝妻　直斗さん�

①美津島町
②佐世保市
③大学生
④教員又は役所に勤めて、対馬市のた
めに力を注ぎたい
⑤豊かな自然と心温かい島の人々
⑥豊かな自然を保ちつつ特色をもっ
と活かした活気ある島になってく
れたら、対馬人として誇らしいで
すね!!

⑦対馬市に何かしら携わる仕事に就き、島の発展に貢献していたら
嬉しい限りです。

小川　泉小川　泉さん�小川　泉さん�

①美津島町　②長崎市　
③公務員
④格好良い大人になる
⑤人があたたかい。対馬人最
高です。
⑥もっと活性化されててほし
いです。
⑦長崎を守ってます。

阿比留　香寿美阿比留　香寿美さん�阿比留　香寿美さん�

①美津島町
②福岡県筑紫野市
③学生
④いつもニコニコ笑顔の保育
園の先生♡
⑤自然がいっぱいなところ
⑥若い人が帰ってきたくなる
ような対馬
⑦結婚してお母さんになって
るはず!!!

松村　みどり松村　みどりさん�松村　みどりさん�

①豊玉町　②対馬市
③対馬市消防本部
④日本一の火消し　⑤自然
⑥ずっとこのままで・・・

波田　一徹波田　一徹さん�波田　一徹さん�

①峰町
②佐世保市
③大学生
④公務員
⑤人情味に溢れ、自然がた
くさんあるところ。空気
がおいしい。星がきれい!

⑥お年寄りが元気な島!

⑦故郷の対馬で働けている
といいなと思います。

多田　侑加多田　侑加さん�多田　侑加さん�

①峰町　②横浜市
③神奈川県警察　⑤自然
⑥働く場所がほしい
⑦対馬にいる

多田　匡志多田　匡志さん�多田　匡志さん�

①上対馬町　②島根県松江市
③学生
④高校の担任の先生のような
すてきな大人になります。
⑤人が優しくて、時間がゆっ
くり流れているところ。
⑥笑顔あふれる明るい対馬に
なってほしいです。
⑦目標に向かって日々前進し
ています。

玖須　涼香玖須　涼香さん�玖須　涼香さん�

①上対馬町
②福島県いわき市
③海上保安庁福島海上保安部
④私は今、対馬から遠く離れた
福島で勤務しています。3.11

の大震災で被災地での勤務が
決まり9ヶ月経った今、少しで
も皆さんの力になれるよう任
務を全うし、立派な海上保安
官になれるようがんばります。

⑤何年経っても変わらない人の温かさです。
⑥今と変わらないであってほしいです。福島に出て対馬の良さ
がとても身にしみました。
⑦東北で勤務していると思いますが、いつか対馬に帰って地元の
為に働きたいです。

武田　健吾武田　健吾さん�武田　健吾さん�
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財政課からのお知らせ�

平成22年度決算の概要をお知らせします�

　昨年12月の市議会定例会で平成22年度の決算が承認されました。みなさんが納め

た税金や、国・県からの補助金などが、どのくらい入って、どのように使われたのか

一般会計を中心にお知らせします。�

　平成22年度の一般会計の歳入は338億
4,160万円、歳出は332億1,930万円となっ
ています。歳入・歳出差し引きは6億2,230万
円で平成23年度へ繰り越した事業の財源とな
る2億6,092万円を除いた3億6,138万円が実
質の黒字額となります。�
　歳入、歳出額を前年度と比較すると、それ
ぞれ9億5,535万円(2.9%)、13億4,232万円
(4.2%)の増となりました。�

　一般会計の歳入(グラフ①)は、市税や使用料などのように市が自主的に収入することができる財源(自

主財源)と、地方交付税や国・県支出金など国や県により定められた額を交付される財源(依存財源)に

分けられます。自主財源が多いほど市の自主性と安定性が確保されます。�

　対馬市の自主財源は46億115万円(13.5%)で、なかでも収入の柱であるべき市税は27億8,537万円

(8.2%)にとどまっており、市民一人あたりでみると約8万円となっています。�

　依存財源では、地方交付税が174億3,710万円(51.6%)で最も大きなものです。次いで市債(借金)32

億8,580万円(9.7%)、国庫支出金52億4,378万円（15.5%）、県支出金25億690万円(7.4%)の順と

なっています。�

（内訳）�
繰越金�
使用料�
分担金負担金�
諸収入�
手数料�
財産収入�
寄付金�
�
�

�
7億5,927万円�
2億2,405万円�
1億8,835万円�
2億200万円�
1億623万円�
8,417万円�
348万円�

�

�
2億6,706万円�
3億3,086万円�
9,449万円�
7,446万円�

（内訳）�
地方譲与税�
地方消費税交付金�
地方特例交付金�
その他�

市税�
27億8,537万円�
（8.2%）�

繰入金�
2億4,823万円�
（0.7%）�

その他　15億6,755万円�
（4.6%）�

その他　7億6,687万円�
（2.3%）�

地方交付税　174億3,710万円�
（51.6%）�

市債�
32億8,580万円�
（9.7%）�

国庫支出金�
52億4,378万円�
（15.5%）�

県支出金�
25億690万円�
（7.4%）�

グラフ①

歳入

自主自主�
  財源財源�
自主�
  財源�依�

存�

財�

源�

平成22年度一般会計　

歳入合計　
　338億4,160万円
歳出合計　
　332億1,930万円

歳 入歳 入
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　次に使われたお金を性質別(グラフ③)に分類して見てみます。
歳出の中には、法律などで決まっていて、市の判断で自由に増や

したり減らしたりできないお金(義務的経費)があります。生活保護費などの福祉関係経費や、職員の給料、借
金返済のための公債費などがこれにあたります。対馬市ではこの義務的経費が164億3,301万円で全体の
49.5%を占めています。この比率が大きいほど財政健全化を図る場合の大きな障害となります。�
　建設工事など将来に残るものに支出される投資的経費は58億5,371万円で全体の17.6%を占めています。�
　光熱水費、旅費、通信運搬費などの物件費は39億6,616万円（12.0%）、各種団体への補助金などの補助
費等は28億6,272万円（8.6%）となっています。�

グラフ③

人件費�
53億7,393万円�
（16.2%）�

扶助費�
35億1,832万円�
（10.6%）�

普通建設事業費�
56億1,456万円�
（16.9%）�

投資出資貸付金�
1,642万円　（0.0%）�

積立金　24億6,244万円�
（7.4%）�

歳出

義�

務�

的�

経�
費�

その他その他�
  の経費の経費�
その他�
  の経費�

投資的投資的�
  経費経費�
投資的�
  経費�

億円�

民
生
費�

産
業
費�

農
林
水�

�

教
育
費�

総
務
費�

衛
生
費�

公
債
費�

土
木
費�

消
防
費�

復
旧
費�

災
害�

�

そ
の
他�

2億3,915万円�

75億4,076万円�

61億7,763万円�
58億9,857万円�

37億5,502万円�

29億8,606万円�

29億1,050万円�

17億9,251万円�

11億8,996万円�
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70�

60�

50�

40�
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0

グラフ②

商工費 5億4,845万円�
議会費 1億6,660万円�
諸支出金   1,410万円�

教育費：学校情報通信技術環境整備事業（3億4,349万円）、教育施設整
備事業（3億4,273万円）、離島留学生ホームステイ費補助（276万円）、
へき地児童生徒援助事業（1,085万円）、幼稚園事業（1億4,362万円）、
対馬藩主宗家墓所保存整備事業（683万円）、対馬まるごとデジタルアー
カイブ事業（834万円） �
�
土木費：道路補助事業（4億1,049万円）、道路起債事業（1億6,101万円）、
まちづくり交付金事業（4,843万円）、住宅整備事業（7,437万円）、港湾
整備事業（1億5,970万円）、街なみ環境整備事業（333万円）、急傾斜地
崩壊対策事業（2,639万円） �
�
消防費：救助工作車購入事業（6,617万円）、小型動力ポンプ付積載車購
入事業（1,676万円）、小型動力ポンプ購入事業（817万円）、小型動力ポ
ンプ積載用軽トラック購入事業（683万円）、消防格納庫整備事業（898
万円）、全国瞬時警報システム導入事業（1,192万円） �
�
災害復旧費：道路災害（1億106万円）、河川災害（8,205万円）、林道施設災害
（1,732万円）、農地農業用施設災害（2,171万円）、漁港施設災害（519万円） �
�
�
商工費：観光施設整備事業（6,662万円）、対州馬保存活用プロジェクト
（315万円）、北部九州地域における観光物産商品販売促進事業（637万円）、
つしまヂカラ発掘推進事業（1,273万円）、温泉施設整備事業（6,277万
円）、ネコ適正飼養推進プロジェクト（630万円）、地域生物多様性保全活
動支援事業（1,275万円） �
�
諸支出金：旅客定期航路事業特別会計繰出金（1,410万円） �

公債費：市債元金（67億2,649万円（うち繰上償還分9億7,505万円））、
市債利子（8億1,179万円） �
�
民生費：生活保護費支給事業（14億6,338万円）、子ども手当支給事業（4
億7,143万円）、保育所運営事業（5億5,790万円）、へき地保育所運営事
業（2億3,099万円）、延長保育促進事業（1,200万円）、自立支援給付事
業（5億3,593万円）、児童扶養手当支給事業（1億9,279万円）、社会福祉
協議会補助（1億2,474万円）、自殺対策事業（218万円）、地域介護・福祉
空間整備事業（4,645万円） �
�
総務費：わがまち元気創出支援事業（731万円）、博多～比田勝航路運賃
割引事業（163万円）、住宅用太陽光発電設備導入費補助（337万円）、市
営有償バス運行事業（2,338万円）、バス路線補助（1億1,124万円）、移
動通信用鉄塔施設整備事業（2,240万円）、国際交流イベント事業（1,305
万円）、新規ビジネス応援事業（200万円）、集会施設改修事業（827万円） �
�
衛生費：合併処理浄化槽設置事業補助（1,054万円）、使用済自動車等海
上輸送費補助（805万円）、漂流・漂着ごみ対策事業（2億6,129万円）、妊
婦健康診査支援事業（1,527万円）、女性特有のがん検診推進事業（770
万円）、新型インフルエンザワクチン接種助成事業（2,317万円）、ＥＭ普
及活動推進事業（1,149万円） �
�
農林水産業費：漁港整備事業（10億1,306万円）、漁港関連道整備事業（2
億4,193万円）、離島漁業再生支援交付金（3億668万円）、林道整備事業
（3億3,189万円）、対馬しいたけ復活プラン総合対策支援事業（2,243
万円）、有害鳥獣対策事業（1億4,708万円）、農家所得パワーアップ事業
（2,669万円）、海洋保護区設定推進事業（247万円） �

平成22年度  主な事業 （表①）

歳 出（目的別）（目的別）

歳 出（性質別）（性質別）

歳 出（目的別）

歳 出（性質別）

公債費�
75億4,076万円�
（22.7%）�

災害復旧事業費�
2億3,915万円（0.7%）�

物件費�
39億6,616万円（12.0%）�

補助費等�
28億6,272万円（8.6%）�

繰出金�
15億5,222万円�（4.7%）�

維持補修費�
7,261万円　（0.2%）�

　使われたお金を目的別(グラフ②)に分類すると、建設
事業等を行うときに借り入れた市債の償還金である公
債費がトップで75億4,076万円（22.6%）となってお
ります。これは、約10億円の繰上償還を行ったことが大
きな要因です。次いで民生費61億7,763万円（18.6%）、
総務費58億9,857万円（17.8%）、衛生費37億5,502
万円（11.3%）の順となっています。�
　目的別の主な事業は表①のとおりです。�
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問い合わせ�

合併特例債活用事業�

　 事 　 　 　 業 　 　 　 名 　

合併振興基金積立事業

漁港等整備事業

厳美清華苑予備貯留槽増設事業

厳原港整備事業

まちづくり交付金事業

自然災害防止事業

県営道路事業負担金

県営都市計画街路事業負担金

県営急傾斜地崩壊対策事業負担金

県営海岸自然災害事業負担金

県営港湾事業負担金

県営漁港事業負担金

　　　　合　　　　　計

　合併特例債額

　4億7,500万円

1億3,930万円

1億360万円

4,580万円

2,770万円

1,560万円

3,140万円

1,120万円

1,740万円

230万円

430万円

1,320万円

8億8,680万円

（表④）

企業会計（水道事業）決算状況�
区 　 　 分
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

　　金　　　額　　
2億 4 , 4 0 7万円
2億 2 , 7 8 1万円

6 , 2 7 7万円
8 , 4 8 1万円

※資本的収入に対して支出で
不足する2,204万円は、当年
度分損益勘定留保資金など
から補てんしました。

（表⑤-2）

（表⑤-1）特別会計決算状況�
　　　 会　　計　　名
診療所特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険地域支援特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
特別養護老人ホーム特別会計
簡易水道事業特別会計
集落排水処理施設特別会計
旅客定期航路事業特別会計
風力発電事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
公共用地先行取得特別会計
　　　　合　　　計

歳　　入 　
3億4,944万円

53億8,399万円
1億2,980万円

286万円
32億2,370万円

5億4,503万円
8億4,433万円

2,597万円
3,978万円
3,104万円

3億1,648万円
115万円

108億9,357万円

歳　　出 　
3億4,806万円

53億7,746万円
1億1,254万円

69万円
31億9,918万円

5億1,134万円
8億1,847万円

2,199万円
3,869万円
3,098万円

3億1,635万円
115万円

107億7,690万円

歳入歳出差し引き
138万円
653万円

1,726万円
217万円

2,452万円
3,369万円
2,586万円

398万円
109万円

6万円
13万円

0円
1億1,667万円

　　　名　　　称

市債年度末現在高(一般会計)

1人あたりの市債(借金)の残高

平成21年度末現在高

557億9,180万円

157万円

平成22年度末現在高

523億1,111万円

150万円

増減額　　

△34億4,069万円

△7万円

（表③）市債の状況（一般会計）�

　　　名　　　称

◎財政調整基金

◎減債基金

◎振興基金

◎まちづくり基金

◎合併振興基金

◎土地開発基金

◎その他の基金（17基金）

　　　合　　　計

1人あたりの基金(積立金)の残高

平成21年度末現在高

10億6,930万円

15億7,734万円

6億5,680万円

10億円

5億円

8億1,642万円

10億5,789万円

66億7,774万円

19万円

平成22年度末現在高

11億190万円

23億7,510万円

12億790万円

10億円

10億円

8億1,718万円

14億113万円

89億321万円

26万円

増減額　　

3,260万円

7億9,776万円

5億5,110万円

0円

5億円

76万円

3億4,324万円

22億2,547万円

7万円

（表②）基金の状況（一般会計）��
　�
　基金(表②)とは貯金のことで、
市には、財政事情の変動や災
害などにより財源不足が生じ
たときに不足額を補うための
財政調整基金、市債(借入金)
の償還の財源に充てるための
減債基金、公共施設整備の財
源に充てるための振興基金、
その他、特定の目的のために
使う各種基金があります。�
　基金全体での22年度末残
高は、前年度末より約22億円
増えて、89億321万円となっ
ています。�
�
�
�
　公共施設や道路を整備するための借入金を
市債(表③)といいます。22年度は32億8,580
万円を借り入れましたが、そのうち合併後10
年間借り入れることができる合併特例債は8億
8,680万円でした。合併特例債を活用した事業
は(表④)のとおりです。�
　市債の22年度末残高は、前年度末より約34
億円減少し、523億1,111万円となっています。�
�
�
�
�
　特別会計・企業
会計とは、特定の
事業を行う場合、
その事業だけに特
定の収入を充てる
ため一般会計と区
別している会計です。
特別会計・企業会
計の決算の状況は
(表⑤)のとおりです。�
�

基金

市債

特別会計・企業会計の決算

基金

市債

特別会計・企業会計の決算



　平成23年12月の対馬市議会定例会において、『対馬市市民基本条例』『対馬市森林づくり条例』『対

馬市環境基本条例』の3つの条例が可決され、4月1日から施行されます。�

　それぞれの条例の策定の経緯や、条例の目的は次のとおりです。�

　『対馬市市民基本条例』『対馬市森林づくり条例』については、広報つしま3月号と一緒にパンフレットをお配り

する予定です。�

対馬市市民基本条例 ⇒ 地域再生推進本部�
対馬市森林づくり条例 ⇒ 農林水産部　農林振興課　　　　　　　　　　☎0920（53）6111�
対馬市環境基本条例 ⇒ 市民生活部　環境政策課　自然環境推進室　�

地域再生推進本部・農林振興課・自然環境推進室からのお知らせ�

�
問い合わせ�

　地方分権の推進や少子高齢化社会の進行など社会構造が変化してきている現在、�
対馬市では協働のまちづくりの推進、住民自治の充実として、“地域マネージ
ャー制度”の活用や“「わがまち元気創出」支援事業”など、市民自らが考え
自らが行う地域づくりへの支援を行っています。�
　こういった活動から見えてくる市民皆さんの意見を反映した市政が、今、求
められています。�
　市民主体の自治を一層推進し、これまで以上に、皆さんのいろいろなニーズ
に対応していくため、これまで定めていなかった協働のまちづくりへの考え方
や市民・行政・議会のそれぞれのルールなどを定めたものがこの条例になります。�

　対馬は、その面積の約9割が森林資源で、その豊かな自然の中にツシ
マヤマネコやツシマテン、玄海ツツジなど、他の地域にはない特有の
動植物が存在しています。この条例は、この豊かな森林資源の有効活
用と、これらの対馬特有の動植物の保護のための森林環境の保全をひ
とつの目的としています。�
　また、適正な間伐・森林整備などを行いながら『森・川・里・海の
一体となった取り組み』を行うことにより、自然や環境に優しい地域
資源循環型のしまづくりを皆さんと一緒に目指していきます。�
　具体的な内容については、平成24年度に策定される『森林づくり基
本計画』に定めます。�
�

　『人とツシマヤマネコをはじめとする野生動植物が共生できる島づくり』
を目指して、環境の保全及び創造に関する施策を総合的に推進し、現在
及び将来の市民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とし
ています。�
　環境の保全及び創造に関する施策の計画及び実施は「基本理念」と施
策を具体化するための方向性を明確にした「施策の指針」に基づいて行
っていきます。�
　平成24年度には、環境にかかる具体的な行動の指針となる「環境基本
計画」の策定を予定しています。�

対馬市市民基本条例・対馬市森林づくり条例・対馬市環境基本条例　�
3つの条例が可決されました�

対馬市市民基本条例�

対馬市森林づくり条例�

対馬市環境基本条例�

も 　 り �

も り �

も り �

も り �

も り �

も り �
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麻しん（はしか）・風しんの予防接種はお済みですか？�

　下記に該当する方を対象に、麻しん・風しんの予防接種を実施しています。特に麻しんは、非常に感

染力が強く、免疫のない人が感染するとほぼ100％発症します。予防接種を受けると、免疫力がつき、

多くの人が麻しんにかからないか、かかっても軽症で済みます。�

　対象者の方は、対象期間内に予防接種を受けましょう。�

未来の「お医者さん」に奨学金を貸与します�

インフルエンザが流行しています�

　全国的にも医師不足が深刻な問題となっていますが、対馬市においても医療体制の維持・充実は差し
迫った課題となっています。このような状況の解決策のひとつとして、将来市内医療機関で医師として
勤務を希望される方に対し、医学奨学資金を貸与します。�

○貸 付 対 象…①将来、医師として市内の医療機関に勤務を希望する者�
　　　　　　　②学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定する大学において医学を専攻する者、又
　　　　　　　　は医師法（昭和23年法律第201号）第16条の2に規定する臨床研修を行う者�
○貸 付 金 額…1ヶ月　8万円�
○交 付 方 法…3ヶ月分を4月・7月・10月・1月の4期に分けて、奨学生名義の口座に振込�
○貸 付 期 間…貸与の決定を受けた日の属する月から正規の修学期間の終了する日の属する月まで。�
○返還の免除…貸し付けを受けた期間の2倍に相当する期間、市内医療機関に勤務したとき。�
○返　　　還…①退学、研修中止したとき。�
　　　　　　　②大学卒業後、臨床研修終了後、正当な理由がなく1年以内に医師免許を取得しなかったとき。�
　　　　　　　③大学卒業後、臨床研修終了後、市内医療機関に勤務しなかったとき。�
　　　　　　　④市内医療機関において、医師の業務に従事した期間が奨学資金の貸与を受けた期間に
　　　　　　　　達しなかったとき。�
○連帯保証人…保証人　2人�
○応 募 方 法…次の書類を郵送または持参してください。�
　　　　　　　①医学奨学資金貸与申請書　②奨学生推薦書　③健康診断書�
　　　　　　　④戸籍謄本　⑤連帯保証人となるべき者の保証書　�

【料金】�

【実施医療機関】　福祉保健部　健康保健課までお問い合わせください。�

（平成23年度に第２～４期に該当する方の対象期間は、平成24年3月末までです。）�

【対象者】�

第１期�

第２期�

第３期�

第４期�

生後12ヶ月～24ヶ月�

対　　象　　者�

小学校就学前1年間�
　（平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれの方）　�

中学1年生�
　（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれの方）�

高校3年生相当�
　（平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれの方）�

無料　※対象期間を過ぎると自己負担（9,000円前後）に�
　　　　　　　なります。�

国では
、2012

年�

はしか
排除に

向け、普
及・啓発

を�

実施し
ていま

す。�

健康保健課からのお知らせ�

福祉保健部　健康保健課　☎0920（58）1116問い合わせ�
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マスクの着用・手洗い・うがいの徹底で予防を心がけましょう!!



自然環境推進室からのお知らせ�

市民生活部　環境政策課　自然環境推進室　☎0920（53）6111�
環境省　対馬野生生物保護センター　　　　☎0920（84）5577

問い合わせ�

緊急事態!!  ツシマヤマネコの保護収容が続いています�
ツシマヤマネコの保護にご協力ください�
�
　○ノラネコからの攻撃�
　　昨年7月6日に収容したツシマヤマネコ幼獣の死体に咬まれた跡があり、DNA分析の結果、ノラネ
　コに咬まれていたことが判明しました。ノラネコは幼いヤマネコの命を脅かす存在です。ノラネコが
　増えないように、市のネコ適正飼養条例で義務づけられている飼いネコの登録等を行って下さい。�

　○交通事故�
　　今年度は5件ものツシマヤマネコの交通事故が起きています。今までの年平均3.6頭を大きく上回
　るペースです。特に明け方、夕方にはヤマネコが飛び出してくることがないか、注意しながら運転し
　てください。万が一事故を起こしてしまった時は、故意でない限り罪には問われませんので、至急、対
　馬野生生物保護センターまでご連絡下さい。�
�皆さんからの迅速な連絡やちょっとした注意がツシマヤマネコたちを救います。�
1頭でも多くのヤマネコを救えるよう、皆さんのご協力をお願いします。�

健康保健課・長寿支援課からのお知らせ�

国民健康保険にご加入の方・・・ 福祉保健部　健康保健課　☎0920（58）1579�
後期高齢者医療保険にご加入の方・・・ 福祉保健部　長寿支援課　☎0920（58）1117 

問い合わせ�

24年4月1日から、外来の窓口負担に自己負担限度額が適用されます�
　高額な入院診療を受けたときに利用されていた「限度額適用認定証」が、平成24年4月1日から外来
診療にも適用されることになりました。申請の手続きなど、詳細はお問い合わせください。なお、既に
申請されている方は、再度申請する必要はありません。�

観光物産推進本部からのお知らせ�

ミニコンベンション事業の期間を延長しました�

観光物産推進本部　☎0920（53）6111問い合わせ�

　対馬市総合計画に掲げる「郷還の対馬づくり」の一環として、対馬出身者が帰郷しやすく、また島外
の方が第二の故郷として対馬を訪れやすい環境をつくるための航路料金の割引（郷還り割引）を平成
24年3月27日まで延長しました。�

�

�

�
�
※上記往復料金に燃料サーチャージは含まれておりません。�
※郷還り割引を受けるためには、ご利用予定の2週間前までに対馬市に申請が必要です。�
＜割引を受ける条件＞　①5名以上30名以下の団体であること�
　　　　　　　　　　　②5名以上で同航路を往復で利用し、対馬に1泊以上すること�
　　　　　　　　　　　③対馬観光物産協会に加盟する飲食店を利用すること　などの条件があります。�

船　　名� 区　　間�
ジェットフォイル� 博　多‐厳　原�

博　多‐厳　原�
博　多‐比田勝�

通常の往復料金�
15,400円�
8,900円�
10,660円�

フェリー�
フェリー�

割引後の往復料金�
10,000円�
6,000円�
7,000円�

さとがえり�

広報つしま13

手続きを行うことで、高額療養費の限度額を超える分について、�
窓口で支払わなくてもよい制度。�

事前に�
①認定証の申請�

②認定証の交付�

③認定証を提示窓口支払い�
　が一定上限額に（※）�
（※）窓口支払いの上限額（月当たり）�
　　は、所得に応じて異なります。�

限度額適用認定証とは？�

保　険　者� 病院・薬局など�



年
金
コ
ー
ナ
ー�

○
国
民
年
金
第
３
号�

　
　
　
　
不
整
合
問
題�

　
第
３
号
不
整
合
記
録
の

是
正
を
勧
め
る
た
め
の
法

律
案
が
、
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と

並
行
し
て
、
日
本
年
金
機

構
で
は
、
不
整
合
の
記
録

を
訂
正
し
、
年
金
受
給
権

の
確
保
に
向
け
た
対
応
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
ず
過

去
2
年
以
内
に
第
３
号
不

整
合
記
録
を
有
す
る
こ
と

が
判
明
し
た
人
に
、
記
録

訂
正
に
必
要
な
届
出
の
勧

奨
を
行
い
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
厚
生
年
金
加
入
者
の
方

（
国
民
年
金
の
第
２
号
被

保
険
者
）
と
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
の
方
（
国
民
年
金

の
第
３
号
被
保
険
者
）
の

年
金
手
続
き
は
、
事
業
主

が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
自

身
で
行
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、

①
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ

　
た
時
は
、
勤
務
先
に
届

　
出
を
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
第
３
号
被
保
険
者
が
扶

　
養
か
ら
は
ず
れ
た
り
、

　
配
偶
者
が
退
職
し
た
場

　
合
な
ど
、
厚
生
年
金
等

厚
生
年
金
等

　
の
加
入
者
で
な
く
な
っ

　
の
加
入
者
で
な
く
な
っ

　
た
場
合
に
は
、
第
１
号

　
た
場
合
に
は
、
第
１
号

　
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

　
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

　
の
で
、
市
役
所
へ
の
手

　
の
で
、
市
役
所
へ
の
手

　
続
き
が
必
要
で
す

　
続
き
が
必
要
で
す
。�

　
届
出
が
も
れ
て
い
た
た

め
、
実
際
に
は
第
１
号
被

保
険
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
第
３
号
被
保
険

者
期
間
と
し
て
年
金
記
録

が
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
、

届
出
が
も
れ
た
記
録
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
年
金
を
請
求
す
る
際

に
過
去
に
遡
っ
て
本
来
の

第
１
号
被
保
険
者
期
間
に

記
録
訂
正
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
保
険
料
が
未
納
と

な
り
、
年
金
額
が
減
額
と

な
っ
た
り
、
年
金
受
給
資

格
期
間
が
な
く
な
り
無
年

金
者
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金

機
構
で
は
、
不
整
合
期
間

を
有
す
る
人
を
対
象
に
、

本
来
の
第
１
号
被
保
険
者

期
間
に
変
更
後
の
年
金
記

録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
が
必

要
と
な
っ
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
整
合
期
間
が

見
つ
か
り
、
過
去
2
年
よ

り
前
に
遡
っ
て
第
３
号
被

保
険
者
に
該
当
し
て
い
た

場
合
は
、
「
第
３
号
被
保

険
者
該
当
届
（
年
金
確
保

支
援
法
用
）
」
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
本
年
金
機
構

　
　
長
崎
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
５
（
８
６
１
）

　
　
　
　
　
　
１
5
８
2

▼
長
崎
北
年
金
事
務
所
の

　
　
　
　
出
張
年
金
相
談

日
時
　
3
月
8
日（
木
）

　
　
　
9
時
〜
17
時

場
所
　
対
馬
市
役
所
別
館

日
時
　
3
月
9
日（
金
）

　
　
　
９
時
〜
13
時

場
所
　
美
津
島
地
域
活
性

　
　
　
化
セ
ン
タ
ー
別
館

　
　
　
　
　
厚
生
年
金
等

　
の
加
入
者
で
な
く
な
っ

　
た
場
合
に
は
、
第
１
号

　
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

　
の
で
、
市
役
所
へ
の
手

　
続
き
が
必
要
で
す
。�

総務課からのお知らせ�

総務部　総務課　☎0920（53）6111問い合わせ�

執務室の場所が変更になりました�
　長崎県と対馬市の執務室共同化（ワンフロワー化）に伴い、�
市役所本庁舎内の執務室の場所が変更になりました。�

　地域再生推進本部　　　　　３階　→　４階�
　市民生活部環境政策課　　　２階　→　１階�
　同　　　　自然環境推進室　４階　→　１階�
�　なお、3月5日から対馬振興局農林整備課・林業課が市役所３階で、3月12日から対馬振興局税務課
が市役所２階でそれぞれ業務を開始します。�
　また、4月中旬には市役所１階の対馬市社会福祉協議会厳原支部が対馬振興局へ移転予定です。�
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第
３
号
被
保
険
者
の

第
３
号
被
保
険
者
の�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

届
出
義
務

届
出
義
務�

第
３
号
被
保
険
者
の�

　
　
　
　
　  

届
出
義
務�

水道局からのお知らせ�

水道局　☎0920（52）0943問い合わせ�

水道管の凍結を予防しましょう�
　昨年寒波の影響を受け、水道管の凍結・破裂が至るところで発生し、市民の皆様の生活が脅かされる事
態となりました。        �
　水道管の凍結・破裂については、同時多発的に発生した場合、水道事業者の復旧活動にも限界があり、
凍結が自然解凍されることでしか解消されない場合もあります。発生後に対応を行うことが容易ではない
ため、予防を行うことが肝要です。        �
        �　　　　   ・露出した水道管を保護材等を使い保護する        �
　　　　　・水道管破裂による家屋の損傷予防のため、長期不在の家屋等の止水栓は閉める�

　また、冬期は雨量が少なく渇水の恐れもあります。できる限りの節水をお願いします。�

予防策 



朝鮮通信使コーナー�

【問い合わせ】 観光物産推進本部　☎0920（53）6111

『
文
化
度
以
後
の
通
信
使
』�

　
　
│ 

挫
折
し
た
三
回
の
来
聘 

│�

朝
鮮
通
信
使
の
来
日
（
13
・
最
終
回
）
�

一
、
大
坂
易
地
聘
礼

一
、
大
坂
易
地
聘
礼�

　
聘
礼
は
再
び
対
馬
易
地

聘
礼
は
再
び
対
馬
易
地�

　
第
十
二
代
将
軍
家
慶
を
祝
賀
す
る
朝
鮮
通
信
使
来
聘
を
巡

　
第
十
二
代
将
軍
家
慶
を
祝
賀
す
る
朝
鮮
通
信
使
来
聘
を
巡

っ
て
、
東
武
（
幕
府
）
・
対
馬
藩
・
朝
鮮
府
の
間
で
、
実
務

っ
て
、
東
武
（
幕
府
）
・
対
馬
藩
・
朝
鮮
府
の
間
で
、
実
務

協
議
が
展
開
さ
れ
て
い
た
頃
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十

協
議
が
展
開
さ
れ
て
い
た
頃
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十

一
月
、
対
馬
藩
が
快
哉
を
叫
ぶ
通
知
が
江
戸
藩
邸
か
ら
届
き

一
月
、
対
馬
藩
が
快
哉
を
叫
ぶ
通
知
が
江
戸
藩
邸
か
ら
届
き

ま
し
た

ま
し
た
。

　
通
知
は
、
「
則
ち
東
武
へ
相
伺
い
候
処
、
諸
事
近
例
の
通

　
通
知
は
、
「
則
ち
東
武
へ
相
伺
い
候
処
、
諸
事
近
例
の
通

り
対
州
に
お
い
て
御
例
式
御
整
え
成
ら
る
べ
く
候
…
」
（
宗

り
対
州
に
お
い
て
御
例
式
御
整
え
成
ら
る
べ
く
候
…
」
（
宗

家
文
書
「
奥
御
書
札
方
・
毎
日
記
」
）
、
と
あ
り
ま
し
た

家
文
書
「
奥
御
書
札
方
・
毎
日
記
」
）
、
と
あ
り
ま
し
た
。

藩
庁
で
は
諸
役
が
任
命
さ
れ
、
藩
士
に
は
、
忠
勤
精
励
の
檄

藩
庁
で
は
諸
役
が
任
命
さ
れ
、
藩
士
に
は
、
忠
勤
精
励
の
檄

が
飛
ば
さ
れ
、
領
民
に
対
し
て
は
、
個
々
の
家
屋
に
つ
い
て

が
飛
ば
さ
れ
、
領
民
に
対
し
て
は
、
個
々
の
家
屋
に
つ
い
て

極
端
な
例
で
は
、
「
家
、
見
苦
し
く
候
に
付
解
体
、
見
か
け

極
端
な
例
で
は
、
「
家
、
見
苦
し
く
候
に
付
解
体
、
見
か
け

宜
し
く
取
り
建
て
る
べ
く
候
」
（
同
文
書
）
と
、
指
令
が
出

宜
し
く
取
り
建
て
る
べ
く
候
」
（
同
文
書
）
と
、
指
令
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
「
信
使
御
用
に
差
臨
み
」
繁
忙
を
極
め
る
藩

さ
れ
ま
し
た
。
「
信
使
御
用
に
差
臨
み
」
繁
忙
を
極
め
る
藩

に
、
鯨
組
の
亀
谷
右
衛
門
は
献
金
・
献
米
も
行
っ
て
い
ま
す

に
、
鯨
組
の
亀
谷
右
衛
門
は
献
金
・
献
米
も
行
っ
て
い
ま
す

（
同
文
書

（
同
文
書
）。

　
聘
礼
は
大
坂
易
地
に
変
更

　
聘
礼
は
大
坂
易
地
に
変
更

　
と
こ
ろ
が
、
来
聘
ま
で
あ
と
一
年
ほ
ど
と
い
う
と
こ
ろ
に

　
と
こ
ろ
が
、
来
聘
ま
で
あ
と
一
年
ほ
ど
と
い
う
と
こ
ろ
に

な
っ
て
、
対
馬
藩
に
非
情
過
酷
な
通
知
が
幕
府
か
ら
届
き
ま

な
っ
て
、
対
馬
藩
に
非
情
過
酷
な
通
知
が
幕
府
か
ら
届
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
「
辛
未
之
度
御
入
料
相
嵩
、
依
之
当
節
者

し
た
。
そ
れ
は
、
「
辛
未
之
度
御
入
料
相
嵩
、
依
之
当
節
者

大
坂
ニ
を
い
て
聘
礼
御
整
被
成
度
候
…
」
（
同
文
書
）
と
あ

大
坂
ニ
を
い
て
聘
礼
御
整
被
成
度
候
…
」
（
同
文
書
）
と
あ

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
省
幣
と
な
る
と
思
っ
た
対
馬
易
地
聘

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
省
幣
と
な
る
と
思
っ
た
対
馬
易
地
聘

礼
は
、
結
局
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
こ
と
、
大
坂
は
日
本
三

礼
は
、
結
局
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
こ
と
、
大
坂
は
日
本
三

都
の
一
つ
、
繁
華
で
饗
応
も
便
利
と
い
う
の
で
す
。
対
馬
藩

都
の
一
つ
、
繁
華
で
饗
応
も
便
利
と
い
う
の
で
す
。
対
馬
藩

は
必
死
の
抵
抗
を
試
み
ま
し
た
が
、
幕
府
の
考
え
は
変
わ
り

は
必
死
の
抵
抗
を
試
み
ま
し
た
が
、
幕
府
の
考
え
は
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
決
定
さ
れ
た
大
坂
易
地
聘
礼
で
し
た
が
、
両

　
こ
う
し
て
、
決
定
さ
れ
た
大
坂
易
地
聘
礼
で
し
た
が
、
両

国
事
情
に
よ
り
延
期
を
重
ね
て
い
く
う
ち
、
祝
賀
を
受
け
る

国
事
情
に
よ
り
延
期
を
重
ね
て
い
く
う
ち
、
祝
賀
を
受
け
る

は
ず
の
将
軍
家
慶
は
、
嘉
永
六
年
七
月
に
亡
く
な
り
、
朝
鮮

は
ず
の
将
軍
家
慶
は
、
嘉
永
六
年
七
月
に
亡
く
な
り
、
朝
鮮

通
信
使
大
坂
易
地
聘
礼
は
潰
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
ペ

通
信
使
大
坂
易
地
聘
礼
は
潰
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
ペ

リ
ー
が
来
航
し
て
一
ヶ
月
余
り
の
時
で
し
た

リ
ー
が
来
航
し
て
一
ヶ
月
余
り
の
時
で
し
た
。

二
、
幻
と
な
っ
た
再
び
の
対
馬
易
地
聘
礼

二
、
幻
と
な
っ
た
再
び
の
対
馬
易
地
聘
礼

　
聘
礼
は
対
馬

聘
礼
は
対
馬

　
十
三
代
将
軍
と
な
っ
た
の
は
徳
川
家
定
で
す
。
安
政
三
年

　
十
三
代
将
軍
と
な
っ
た
の
は
徳
川
家
定
で
す
。
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
八
月
十
八
日
、
幕
府
か
ら
の
御
左
右
（
通
知
）

一
八
五
六
）
八
月
十
八
日
、
幕
府
か
ら
の
御
左
右
（
通
知
）

が
対
馬
藩
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
御
左
右
は
、
「
今
般
江
戸

が
対
馬
藩
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
御
左
右
は
、
「
今
般
江
戸

屋
敷
御
左
右
参
来
の
処
、
御
代
替
り
に
付
、
信
使
来
聘
の
儀

屋
敷
御
左
右
参
来
の
処
、
御
代
替
り
に
付
、
信
使
来
聘
の
儀

昨
十
八
日
御
触
達
し
の
通
り
、
御
国
に
お
い
て
聘
礼
取
り
行

昨
十
八
日
御
触
達
し
の
通
り
、
御
国
に
お
い
て
聘
礼
取
り
行

わ
れ
、
聘
期
の
儀
来
る
丙
寅
年
来
聘
さ
せ
る
べ
き
旨
仰
せ
蒙

わ
れ
、
聘
期
の
儀
来
る
丙
寅
年
来
聘
さ
せ
る
べ
き
旨
仰
せ
蒙

り
為
さ
せ
ら
れ
候
…
」
（
同
文
書
）
、
と
あ
り
、
屋
形
は
興

り
為
さ
せ
ら
れ
候
…
」
（
同
文
書
）
、
と
あ
り
、
屋
形
は
興

奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は
家
臣
に
対
し
て

奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は
家
臣
に
対
し
て
、

「
公
儀
御
役
々
下
り
込
み
見
分
こ
れ
有
り
候
と
も
、
聊
も
不

「
公
儀
御
役
々
下
り
込
み
見
分
こ
れ
有
り
候
と
も
、
聊
も
不

都
合
の
義
こ
れ
な
く
御
用
筋
滞
り
こ
れ
な
く
、
諸
手
配
順
便

都
合
の
義
こ
れ
な
く
御
用
筋
滞
り
こ
れ
な
く
、
諸
手
配
順
便

全
備
え
に
至
り
候
よ
う
、
御
家
老
中
は
じ
め
、
諸
役
々
末
々

全
備
え
に
至
り
候
よ
う
、
御
家
老
中
は
じ
め
、
諸
役
々
末
々

に
至
り
一
致
粉
骨
せ
し
め
家
中
の
面
々
に
は
質
素
穏
便
を
主

に
至
り
一
致
粉
骨
せ
し
め
家
中
の
面
々
に
は
質
素
穏
便
を
主

と
し
、
競
っ
て
精
勤
せ
し
め
候
…
」
と
、
厳
命
が
下
さ
れ
ま

と
し
、
競
っ
て
精
勤
せ
し
め
候
…
」
と
、
厳
命
が
下
さ
れ
ま

し
た
。
屋
形
で
は
各
所
で
祝
宴
も
催
さ
れ
ま
し
た

し
た
。
屋
形
で
は
各
所
で
祝
宴
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
年
は
こ
れ
よ
り
十
年
後
の
丙
寅
年
（
一
八
六
六
・
慶

　
実
施
年
は
こ
れ
よ
り
十
年
後
の
丙
寅
年
（
一
八
六
六
・
慶

応
二
年
に
当
る
）
と
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
度
の
来
聘
か

応
二
年
に
当
る
）
と
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
度
の
来
聘
か

ら
実
に
五
十
五
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す

ら
実
に
五
十
五
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　
対
馬
易
地
聘
礼
は
中
止

対
馬
易
地
聘
礼
は
中
止

　
対
馬
易
地
聘
礼
の
御
左
右
を
受
け
て
、
対
馬
藩
の
迎
聘
準

　
対
馬
易
地
聘
礼
の
御
左
右
を
受
け
て
、
対
馬
藩
の
迎
聘
準

備
は
歓
喜
に
満
ち
満
ち
て
始
ま
り
ま
し
た
。
少
な
い
な
が
ら

備
は
歓
喜
に
満
ち
満
ち
て
始
ま
り
ま
し
た
。
少
な
い
な
が
ら

幕
府
か
ら
二
万
両
の
下
賜
金
も
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

幕
府
か
ら
二
万
両
の
下
賜
金
も
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藩
主
の
江
戸
参
勤
も
容
赦
し
て
も
ら
い
ま
し
た

藩
主
の
江
戸
参
勤
も
容
赦
し
て
も
ら
い
ま
し
た（
同
文
書
）

（
同
文
書
）。

　
こ
う
し
て
い
よ
い
よ
準
備
作
業
も
本
格
的
に
な
ろ
う
か
と

　
こ
う
し
て
い
よ
い
よ
準
備
作
業
も
本
格
的
に
な
ろ
う
か
と

い
う
矢
先
、
江
戸
か
ら
の
報
告
が
国
元
に
入
り
ま
し
た
。
安

い
う
矢
先
、
江
戸
か
ら
の
報
告
が
国
元
に
入
り
ま
し
た
。
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
「
公
方
様

政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
「
公
方
様

家
定
様
御
事
　
御
不
例
の
処
御
養
生
叶
わ
せ
ら
れ
ず
、
八
月

家
定
様
御
事
　
御
不
例
の
処
御
養
生
叶
わ
せ
ら
れ
ず
、
八
月

八
日
薨
御
の
旨
申
来
る
（
宗
家
文
書
「
家
定
様
信
使
記
録

八
日
薨
御
の
旨
申
来
る
（
宗
家
文
書
「
家
定
様
信
使
記
録
」）、

と
あ
り
ま
し
た

と
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
し
て
も
対
馬
藩
が
狂
喜
し
た
で
あ
ろ
う
「
対
馬
易
地

　
ま
た
し
て
も
対
馬
藩
が
狂
喜
し
た
で
あ
ろ
う
「
対
馬
易
地

聘
礼
」
は
幻
と
な
っ
た
の
で
す

聘
礼
」
は
幻
と
な
っ
た
の
で
す
。

三
、
朝
鮮
通
信
使
の
終
焉

三
、
朝
鮮
通
信
使
の
終
焉�

　
聘
礼
は
三
度
対
馬
易
地

聘
礼
は
三
度
対
馬
易
地

　
家
定
の
跡
を
継
ぎ
第
十
四
代
将
軍
と
な
っ
た
の
は
、
紀
州

　
家
定
の
跡
を
継
ぎ
第
十
四
代
将
軍
と
な
っ
た
の
は
、
紀
州

藩
の
家
茂
で
し
た
。
当
然
対
馬
藩
は
、
新
将
軍
襲
職
祝
賀
の

藩
の
家
茂
で
し
た
。
当
然
対
馬
藩
は
、
新
将
軍
襲
職
祝
賀
の

た
め
の
朝
鮮
通
信
使
来
聘
事
務
を
開
始
す
る
こ
と
を
幕
府
に

た
め
の
朝
鮮
通
信
使
来
聘
事
務
を
開
始
す
る
こ
と
を
幕
府
に

願
い
出
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
幕
府
は
、
丙
寅
年

願
い
出
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
幕
府
は
、
丙
寅
年（
一
八
六
六

一
八
六
六
・

慶
応
二
年
に
当
る
）
実
施
交
渉
を
対
馬
藩
に
指
示
し
ま
し
た

慶
応
二
年
に
当
る
）
実
施
交
渉
を
対
馬
藩
に
指
示
し
ま
し
た
。

が
、
朝
鮮
府
は
人
参
の
入
手
が
困
難
な
こ
と
等
を
挙
げ
て
協

が
、
朝
鮮
府
は
人
参
の
入
手
が
困
難
な
こ
と
等
を
挙
げ
て
協

議
に
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た

議
に
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
頃
、
対
馬
近
海
に
は
異
国
船
が
頻
繁
に
姿
を
現
し

　
こ
の
頃
、
対
馬
近
海
に
は
異
国
船
が
頻
繁
に
姿
を
現
し
、

海
辺
は
風
雲
急
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。
国
内
的
に
も
幕
藩
体

海
辺
は
風
雲
急
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。
国
内
的
に
も
幕
藩
体

制
は
混
沌
と
し
、
動
揺
の
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
朝
鮮
通
信

制
は
混
沌
と
し
、
動
揺
の
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
朝
鮮
通
信

使
来
聘
交
渉
は
続
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
治
元
年
（
一
八

使
来
聘
交
渉
は
続
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
治
元
年
（
一
八

六
四
）
に
至
っ
て
、
そ
の
来
聘
を
丙
子
年
（
一
八
七
六
・
明

六
四
）
に
至
っ
て
、
そ
の
来
聘
を
丙
子
年
（
一
八
七
六
・
明

治
九
年
に
当
る
）
に
、
こ
れ
ま
た
対
馬
で
行
う
こ
と
が
両
国

治
九
年
に
当
る
）
に
、
こ
れ
ま
た
対
馬
で
行
う
こ
と
が
両
国

で
合
意
さ
れ
ま
し
た

で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
聘
礼
は
挫
折

聘
礼
は
挫
折

　
し
か
し
そ
の
慶
祝
を
受
け
る
は
ず
の
家
茂
は
、
慶
応
三
年

　
し
か
し
そ
の
慶
祝
を
受
け
る
は
ず
の
家
茂
は
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
長
州
征
伐
の
途
次
大
阪
城
で
病
没
。
果
た
し

（
一
八
六
七
）
長
州
征
伐
の
途
次
大
阪
城
で
病
没
。
果
た
し

て
、
朝
鮮
通
信
使
来
聘
は
三
度
挫
折
し
、
対
馬
藩
の
期
待
は

て
、
朝
鮮
通
信
使
来
聘
は
三
度
挫
折
し
、
対
馬
藩
の
期
待
は

霧
消
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
対
馬
藩
は
飽
く
こ
と
な
く

霧
消
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
対
馬
藩
は
飽
く
こ
と
な
く
、

次
の
将
軍
慶
喜
祝
賀
の
通
信
使
来
聘
に
向
け
て
事
務
を
進
め

次
の
将
軍
慶
喜
祝
賀
の
通
信
使
来
聘
に
向
け
て
事
務
を
進
め

ま
し
た
が

ま
し
た
が
、そ
の
慶
喜
が
慶
応
三
年
十
月
、

そ
の
慶
喜
が
慶
応
三
年
十
月
、大
政
を
奉
還
す
る

政
を
奉
還
す
る

こ
と
に
よ
り
朝
鮮
通
信
使
の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
す

こ
と
に
よ
り
朝
鮮
通
信
使
の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
す
。（
完
）

（
完
）

斎
藤
弘
征�

い
え
よ
し

と
う

ぶ

か
い
さ
い

あ
い
う
か
が

ち
ゅ
う
き
ん
せ
い
れ
い

げ
き

よ
ろ

さ
し
の
ぞ

ひ
じ
ょ
う
か

こ
く

し
ょ
う
へ
い

た
び

あ
い
か
さ
み

お

と
と
の
え

な
ら
れ
た
く

こ
れ
に
よ
り
と
う
せ
つ

は

は
ん
ぼ
う

か
め
た
に

う

え

も
ん

め
ぐ

い
え
さ
だ

い
さ
さ
か

ご
よ
う
す
じ
と
ど
こ
お

し
っ
そ
お
ん
び
ん

い
っ
ち

ふ
ん
こ
つ

お
　
そ
　
う

み

た
び

い
え
も
ち

ひ
ん
ぱ
ん

こ
ん
と
ん

ざ

せ
つ

む
し
ょ
う

よ
し
の
ぶ

あ

し
ゅ
う
え
ん

お
　
そ
　
う

く
　
ぼ
う

か
な

こ
う
ぎ
ょ

斎
藤
弘
征

斎
藤
弘
征�

い
え
い
え
よ
し
よ
し

と
う
と
う

ぶ

か
い
か
い
さ
い
さ
い

あ
い
う
か
が

あ
い
う
か
が

ち
ゅ
う
き
ん
せ
い
れ
い

ち
ゅ
う
き
ん
せ
い
れ
い

げ
き
げ
き

よ
ろ
よ
ろ

さ
し
さ
し
の
ぞ
の
ぞ

ひ
じ
ょ
う

じ
ょ
う
か

こ
く
こ
く

し
ょ
う
へ
い

し
ょ
う
へ
い

た
び
た
び

あ
い
か
さ
み

あ
い
か
さ
み

お

と
と
の
え

と
と
の
え

な
ら
れ
た
く

な
ら
れ
た
く

こ
れ
に
よ
り
と
う

こ
れ
に
よ
り
と
う
せ
つ
せ
つ

は

は
ん
は
ん
ぼ
う
ぼ
う

か
め
か
め
た
に
た
に

う

え

も
ん
も
ん

め
ぐ
め
ぐ

い
え
い
え
さ
だ
さ
だ

い
さ
さ
か

い
さ
さ
か

ご
よ
う
す
じ
と
ど
こ
お

ご
よ
う
す
じ
と
ど
こ
お

し
っ
そ

し
っ
そ
お
ん
お
ん
び
ん
び
ん

い
っ
ち

い
っ
ち

ふ
ん
ふ
ん
こ
つ
こ
つ

お
　
お
　
そ
　
そ
　
う

み

た
び
た
び

い
え
い
え
も
ち
も
ち

ひ
ん
ひ
ん
ぱ
ん
ぱ
ん

こ
ん
こ
ん
と
ん
と
ん

ざ

せ
つ
せ
つ

む
し
ょ
う

し
ょ
う

よ
し
よ
し
の
ぶ
の
ぶ

た
い
た
い
せ
い
せ
い

あ

し
ゅ
う
え
ん

し
ゅ
う
え
ん

お
　
お
　
そ
　
そ
　
う

く
　
ぼ
う

く
　
ぼ
う

か
な
か
な

こ
う
こ
う
ぎ
ょ
ぎ
ょ

一
、
大
坂
易
地
聘
礼�

　
聘
礼
は
再
び
対
馬
易
地�

　
第
十
二
代
将
軍
家
慶
を
祝
賀
す
る
朝
鮮
通
信
使
来
聘
を
巡

っ
て
、
東
武
（
幕
府
）
・
対
馬
藩
・
朝
鮮
府
の
間
で
、
実
務

協
議
が
展
開
さ
れ
て
い
た
頃
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十

一
月
、
対
馬
藩
が
快
哉
を
叫
ぶ
通
知
が
江
戸
藩
邸
か
ら
届
き

ま
し
た
。

　
通
知
は
、
「
則
ち
東
武
へ
相
伺
い
候
処
、
諸
事
近
例
の
通

り
対
州
に
お
い
て
御
例
式
御
整
え
成
ら
る
べ
く
候
…
」
（
宗

家
文
書
「
奥
御
書
札
方
・
毎
日
記
」
）
、
と
あ
り
ま
し
た
。

藩
庁
で
は
諸
役
が
任
命
さ
れ
、
藩
士
に
は
、
忠
勤
精
励
の
檄

が
飛
ば
さ
れ
、
領
民
に
対
し
て
は
、
個
々
の
家
屋
に
つ
い
て

極
端
な
例
で
は
、
「
家
、
見
苦
し
く
候
に
付
解
体
、
見
か
け

宜
し
く
取
り
建
て
る
べ
く
候
」
（
同
文
書
）
と
、
指
令
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
「
信
使
御
用
に
差
臨
み
」
繁
忙
を
極
め
る
藩

に
、
鯨
組
の
亀
谷
右
衛
門
は
献
金
・
献
米
も
行
っ
て
い
ま
す

（
同
文
書
）。

　
聘
礼
は
大
坂
易
地
に
変
更

　
と
こ
ろ
が
、
来
聘
ま
で
あ
と
一
年
ほ
ど
と
い
う
と
こ
ろ
に

な
っ
て
、
対
馬
藩
に
非
情
過
酷
な
通
知
が
幕
府
か
ら
届
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
「
辛
未
之
度
御
入
料
相
嵩
、
依
之
当
節
者

大
坂
ニ
を
い
て
聘
礼
御
整
被
成
度
候
…
」
（
同
文
書
）
と
あ

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
省
幣
と
な
る
と
思
っ
た
対
馬
易
地
聘

礼
は
、
結
局
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
こ
と
、
大
坂
は
日
本
三

都
の
一
つ
、
繁
華
で
饗
応
も
便
利
と
い
う
の
で
す
。
対
馬
藩

は
必
死
の
抵
抗
を
試
み
ま
し
た
が
、
幕
府
の
考
え
は
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
決
定
さ
れ
た
大
坂
易
地
聘
礼
で
し
た
が
、
両

国
事
情
に
よ
り
延
期
を
重
ね
て
い
く
う
ち
、
祝
賀
を
受
け
る

は
ず
の
将
軍
家
慶
は
、
嘉
永
六
年
七
月
に
亡
く
な
り
、
朝
鮮

通
信
使
大
坂
易
地
聘
礼
は
潰
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
ペ

リ
ー
が
来
航
し
て
一
ヶ
月
余
り
の
時
で
し
た
。

二
、
幻
と
な
っ
た
再
び
の
対
馬
易
地
聘
礼

　
聘
礼
は
対
馬

　
十
三
代
将
軍
と
な
っ
た
の
は
徳
川
家
定
で
す
。
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
八
月
十
八
日
、
幕
府
か
ら
の
御
左
右
（
通
知
）

が
対
馬
藩
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
御
左
右
は
、
「
今
般
江
戸

屋
敷
御
左
右
参
来
の
処
、
御
代
替
り
に
付
、
信
使
来
聘
の
儀

昨
十
八
日
御
触
達
し
の
通
り
、
御
国
に
お
い
て
聘
礼
取
り
行

わ
れ
、
聘
期
の
儀
来
る
丙
寅
年
来
聘
さ
せ
る
べ
き
旨
仰
せ
蒙

り
為
さ
せ
ら
れ
候
…
」
（
同
文
書
）
、
と
あ
り
、
屋
形
は
興

奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は
家
臣
に
対
し
て
、

「
公
儀
御
役
々
下
り
込
み
見
分
こ
れ
有
り
候
と
も
、
聊
も
不

都
合
の
義
こ
れ
な
く
御
用
筋
滞
り
こ
れ
な
く
、
諸
手
配
順
便

全
備
え
に
至
り
候
よ
う
、
御
家
老
中
は
じ
め
、
諸
役
々
末
々

に
至
り
一
致
粉
骨
せ
し
め
家
中
の
面
々
に
は
質
素
穏
便
を
主

と
し
、
競
っ
て
精
勤
せ
し
め
候
…
」
と
、
厳
命
が
下
さ
れ
ま

し
た
。
屋
形
で
は
各
所
で
祝
宴
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
年
は
こ
れ
よ
り
十
年
後
の
丙
寅
年
（
一
八
六
六
・
慶

応
二
年
に
当
る
）
と
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
度
の
来
聘
か

ら
実
に
五
十
五
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　
対
馬
易
地
聘
礼
は
中
止

　
対
馬
易
地
聘
礼
の
御
左
右
を
受
け
て
、
対
馬
藩
の
迎
聘
準

備
は
歓
喜
に
満
ち
満
ち
て
始
ま
り
ま
し
た
。
少
な
い
な
が
ら

幕
府
か
ら
二
万
両
の
下
賜
金
も
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藩
主
の
江
戸
参
勤
も
容
赦
し
て
も
ら
い
ま
し
た（
同
文
書
）。

　
こ
う
し
て
い
よ
い
よ
準
備
作
業
も
本
格
的
に
な
ろ
う
か
と

い
う
矢
先
、
江
戸
か
ら
の
報
告
が
国
元
に
入
り
ま
し
た
。
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
「
公
方
様

家
定
様
御
事
　
御
不
例
の
処
御
養
生
叶
わ
せ
ら
れ
ず
、
八
月

八
日
薨
御
の
旨
申
来
る
（
宗
家
文
書
「
家
定
様
信
使
記
録
」）、

と
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
し
て
も
対
馬
藩
が
狂
喜
し
た
で
あ
ろ
う
「
対
馬
易
地

聘
礼
」
は
幻
と
な
っ
た
の
で
す
。

三
、
朝
鮮
通
信
使
の
終
焉�

　
聘
礼
は
三
度
対
馬
易
地

　
家
定
の
跡
を
継
ぎ
第
十
四
代
将
軍
と
な
っ
た
の
は
、
紀
州

藩
の
家
茂
で
し
た
。
当
然
対
馬
藩
は
、
新
将
軍
襲
職
祝
賀
の

た
め
の
朝
鮮
通
信
使
来
聘
事
務
を
開
始
す
る
こ
と
を
幕
府
に

願
い
出
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
幕
府
は
、
丙
寅
年（
一
八
六
六
・

慶
応
二
年
に
当
る
）
実
施
交
渉
を
対
馬
藩
に
指
示
し
ま
し
た
。

が
、
朝
鮮
府
は
人
参
の
入
手
が
困
難
な
こ
と
等
を
挙
げ
て
協

議
に
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
頃
、
対
馬
近
海
に
は
異
国
船
が
頻
繁
に
姿
を
現
し
、

海
辺
は
風
雲
急
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。
国
内
的
に
も
幕
藩
体

制
は
混
沌
と
し
、
動
揺
の
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
朝
鮮
通
信

使
来
聘
交
渉
は
続
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
治
元
年
（
一
八

六
四
）
に
至
っ
て
、
そ
の
来
聘
を
丙
子
年
（
一
八
七
六
・
明

治
九
年
に
当
る
）
に
、
こ
れ
ま
た
対
馬
で
行
う
こ
と
が
両
国

で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
聘
礼
は
挫
折

　
し
か
し
そ
の
慶
祝
を
受
け
る
は
ず
の
家
茂
は
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
長
州
征
伐
の
途
次
大
阪
城
で
病
没
。
果
た
し

て
、
朝
鮮
通
信
使
来
聘
は
三
度
挫
折
し
、
対
馬
藩
の
期
待
は

霧
消
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
対
馬
藩
は
飽
く
こ
と
な
く
、

次
の
将
軍
慶
喜
祝
賀
の
通
信
使
来
聘
に
向
け
て
事
務
を
進
め

ま
し
た
が
、そ
の
慶
喜
が
慶
応
三
年
十
月
、大
政
を
奉
還
す
る

こ
と
に
よ
り
朝
鮮
通
信
使
の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
す
。（
完
）

斎
藤
弘
征�

い
え
よ
し

と
う

ぶ

か
い
さ
い

あ
い
う
か
が

ち
ゅ
う
き
ん
せ
い
れ
い

げ
き

よ
ろ

さ
し
の
ぞ

ひ
じ
ょ
う
か

こ
く

し
ょ
う
へ
い

た
び

あ
い
か
さ
み

お

と
と
の
え

な
ら
れ
た
く

こ
れ
に
よ
り
と
う
せ
つ

は

は
ん
ぼ
う

か
め
た
に

う

え

も
ん

め
ぐ

い
え
さ
だ

い
さ
さ
か

ご
よ
う
す
じ
と
ど
こ
お

し
っ
そ
お
ん
び
ん

い
っ
ち

ふ
ん
こ
つ

お
　
そ
　
う

み

た
び

い
え
も
ち

ひ
ん
ぱ
ん

こ
ん
と
ん

ざ

せ
つ

む
し
ょ
う

よ
し
の
ぶ

た
い
せ
い

あ

し
ゅ
う
え
ん

お
　
そ
　
う

く
　
ぼ
う

か
な

こ
う
ぎ
ょ

ざ
　
せ
つ
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長
い
間
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
長
い
間
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
最
後
の
朝
鮮
通
信
使
対
馬
易
地
聘
礼
か
ら
二
百
周

昨
年
は
最
後
の
朝
鮮
通
信
使
対
馬
易
地
聘
礼
か
ら
二
百
周

年
で
し
た
。
私
達
は
、
朝
鮮
通
信
使
来
聘
に
象
徴
さ
れ
る

年
で
し
た
。
私
達
は
、
朝
鮮
通
信
使
来
聘
に
象
徴
さ
れ
る

両
国
善
隣
の
歴
史
を
再
認
識
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
新
し

両
国
善
隣
の
歴
史
を
再
認
識
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
新
し

い
国
際
関
係
を
築
く
礎
と
し
た
い
も
の
で
す

い
国
際
関
係
を
築
く
礎
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
連
載
中
に
厳
原
天
道
茂
に
お
住
ま
い
の
匿
名
の
方
か
ら

　
連
載
中
に
厳
原
天
道
茂
に
お
住
ま
い
の
匿
名
の
方
か
ら
、

外
交
僧
玄
方
に
つ
い
て
の
資
料
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し

外
交
僧
玄
方
に
つ
い
て
の
資
料
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
く
と
く
め
い
め
い

げ
ん
げ
ん
ぽ
う
ぽ
う

　
長
い
間
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
最
後
の
朝
鮮
通
信
使
対
馬
易
地
聘
礼
か
ら
二
百
周

年
で
し
た
。
私
達
は
、
朝
鮮
通
信
使
来
聘
に
象
徴
さ
れ
る

両
国
善
隣
の
歴
史
を
再
認
識
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
新
し

い
国
際
関
係
を
築
く
礎
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
連
載
中
に
厳
原
天
道
茂
に
お
住
ま
い
の
匿
名
の
方
か
ら
、

外
交
僧
玄
方
に
つ
い
て
の
資
料
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
く
め
い

げ
ん
ぽ
う

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き
・
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き
・
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）



シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介

文
化
財
の
紹
介�

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

　
☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

つしま図書館情報�つしま図書館情報� つしま図書館　☎0920（52）3900

�

身近に咲く花や園芸店などで見かける新し
い花などを、花色と実色で分類し、それぞれ
の特徴や育て方のポイントを的確に解説する。
葉の観葉価値の高い植物も「カラーリーフ」
として紹介。

ある時、ふいに訪れる、奇跡のような食卓。大
好きな人と一緒に食べる歓び、幸福な食事の
情景を巧にくみこんで、ありきたりでない深
い感動を誘う７篇の物語。『旅』掲載に書き下
ろしを加えて単行本化。

簿記とは何か、現金・預金の管理、売上･仕入
れ業務とは何かなど、経理の初歩の初歩から、
初心者に向けてマンガやイラストを使って
わかりやすく解説。専門用語は「WORDS」
「CHECK」欄で説明する。

平安時代末期、武士としてはじめて政権を
にぎった平清盛。源氏をおさえ、平家一門を
栄華の頂点にみちびき、宋との貿易など夢
追う力で歴史を動かした武将の一生をやさ
しく描きます。

『あつあつを召し上がれ』�
小川　糸／著�

丸山　誠司／著�

『四季の花色大図鑑』�
講談社／編� 小泉　禎久／監�

『マンガでわかる経理入門』�

おこさまランチランドには、フライングオ
ムレツやスパゲッティスライダー、えびフ
ライの飛行船など、楽しいアトラクション
がいっぱい！ところが、みんな大好きなチ
キンライス山に、旗がささってなくて・・・。

『おこさまランチランド』�

宇宙、地球、恐竜、動物、人体など、11の分野
で子どもたちの好奇心・探究心をくすぐる
ユニークな図鑑。膨大なデータと鮮やかな
ビジュアルで、世界の謎を解き明かす。

『なんでもきいて！まるごとビジュアル大百科』�
左巻　健男／監修� 三田村　信行／著�

『平清盛』�
児
童
書�

今月のおすすめ新着本�

一
般
書�
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日　月　火　水　木　金　土�
 　  1　 2　 3

4    5    6　 7　 8   9  10

3月の休館日�
休館日� おはなし会�

11  12  13  14   15  16  17 �
18  19  20  21  22  23  24�
25  26  27　28  29  30  31

『
対
馬
の�

　
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
』�

●おはなし会は、3月17日（土）14：00から開催します。�

　楽しい内容いっぱいです。みんな来てね！�

●蔵書点検のため、3月5日（月）～15日（木）の間、休館します。�

　16日（金）から平常どおり開館します。�

　
1
月
20
日
（
金
）
、
国
の
文
化

審
議
会
は
対
馬
市
峰
町
木
坂
・
青

海
に
伝
わ
る
「
ヤ
ク
マ
祭
り
」
を

記
録
作
成
な
ど
の
措
置
を
必
要
と

す
る
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
文

化
庁
長
官
に
答
申
し
ま
し
た
。

　「
ヤ
ク
マ
祭
り
」に
つ
い
て
は
以

前
述
べ
ま
し
た
が
、
選
択
さ
れ
る

と
対
馬
の
無
形
民
俗
文
化
財
は
6

件
と
な
り
ま
す
（
正
式
に
選
択
さ

れ
る
の
は
少
し
先
に
な
り
ま
す
）。

他
に
「
対
馬
の
亀
卜
習
俗
」
（
S

54
）、「
美
津
島
の
盆
踊
」（
S
56
）、

「
命
婦
の
舞
」（
H
8
）
、「
対
馬
厳

原
の
盆
踊
」（
H
9
）
、「
豆
酘
の

赤
米
行
事
」（
H
14
）
が
あ
り
、「
美

津
島
の
盆
踊
」と「
対
馬
厳
原
の
盆

踊
」
の
2
件
は
調
査
報
告
書
が
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
「
国
選
択
」
と
は
何

を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地

域
の
文
化
、
文
化
財
や
民
俗
、
習

俗
を
残
し
、
守
り
、
伝
え
る
こ
と

は
人
口
の
減
少
、
流
失
等
に
よ
っ

て
困
難
な
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
が
途
絶
え
、
消
滅
す
る
前

に
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ

き
（
必
要
と
す
る
）
無
形
民
俗
文

化
財
の
こ
と
を
言
い
、
文
化
庁
長

官
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
ま
す
。

　
選
択
の
基
準
は
、
民
俗
慣
習
、

民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術
等
の
中
か

ら
選
択
基
準
を
満
た
し
た
無
形
の

民
俗
文
化
財
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

2
0
1
1
年
3
月
9
日
現
在
、
全

国
で
5
9
5
件
が
選
択
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
正
式
に
は
「
記
録

作
成
等
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
無

形
の
民
俗
文
化
財
」
と
言
い
ま
す
。

対
馬
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
民
俗

・
習
俗
が
残
っ
て
い
ま
す
。
親
か

ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
え
て

き
た
古
き
良
き
時
代
に
戻
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
地

域
で
協
力
す
る
体
制
を
作
り
、
手

を
取
り
合
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き

た
ら
、
少
し
ず
つ
良
い
方
向
へ
変

わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

対
馬
の
文
化
・
文
化
財
は
私
た
ち

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
、
他
地
域

に
住
む
人
た
ち
か
ら
興
味
・
関
心

を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

含
め
自
然
・
景
観
を
残
し
、活
か
せ

る
島
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

く
に
せ
ん
た
く

き
ぼ
く
し
ゅ
う
ぞ
く

ぶ

み
ょ
う

あ
か
ご
め
ぎ
ょ
う
じ

む

け
い
み
ん

ぞ
く
ぶ
ん

か

ざ
い

峰町青海のヤクマの塔�
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　今回の地域マネージャー通信は、厳原町豆酘地区を紹介します。�
　豆酘地区は、未だ里山の原風景を残している緑豊かな地区で、平成21年に選ばれた「日本の里
100選」にふさわしい地域づくりへの取り組みを進めてきました。�
�
○豆酘地区イベント改修事業の実施�
　「日本の里100選」の地ボランティアコンサートを計画し、それに合わせたイベント舞台の改修や
準備を進め、平成23年11月に、世界的オペラ歌手：崔宗宝さんを招き、地区内外の交流を図りました。�

　　⇒【活用事業】平成23年度「わがまち元気創出」支援事業�
�
�
�
�
�
�
�
�

○農道の補修�
　豆酘小学校～浅藻間・豆酘幼稚園・美女塚付近の農道、パイロット農道の路面整備を実施しま
した。�

　　⇒【活用事業】地域マネージャー原材料支給�
�
�
�
�
�
�
�
�

○植樹事業�
　豆酘の里を見守ってきた巨大古木「銀杏」活用事業として、遊歩道や公園の整備を実施していま
す。大銀杏を背景に豆酘地区が一望できる景色豊かな場所として住民の憩いの場所となるでしょう。
また、3月には、地区内の子ども達をはじめ、地区住民で植樹イベントを計画しています。�

　　⇒【活用事業】平成23年度ながさき森林環境保全事業�

�

地区で何か活動をしたい場合は、各地区の区長さんや担当地域マネージャーにご相談ください。�

舞台改修作業�

ソコホリ山農道の整備� 美女塚線農道の整備� ヘザカ山農道の整備�

舞台改修後� 「日本の里100選」選定記念イベント�

現地確認� 遊歩道、公園の整備に向けた山林の伐採�

厳原町豆酘地区�

さい そうほう�
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■
日
時
　
３
月
10
日（
土
）　
８
時
30
分�

■
受
付
場
所
　
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

■
コ
ー
ス
　
２
コ
ー
ス
準
備�

■
募
集
人
数
　
30
名�

　
　
　
（
小
学
校
１
年
生
以
上
、
要
健
脚
）�

■
参
加
料
　
１
名
　
５
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
中
学
生
無
料
）�

■
申
込
期
限
　
３
月
２
日（
金
）�

■
備
考�

　
昼
食
・
飲
料
水
を
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
は
大
人
の
み
の
参
加
で
す
。�

　
寒
さ
対
策
を
万
全
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
観
光
物
産
協
会�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
５
６
６�

����

■
日
時
　
３
月
10
日（
土
）　
10
時
30
分
〜
15
時�

■
場
所
　
半
井
桃
水
館�

■
主
催
　
対
馬
精
神
障
害
者
当
事
者
会�

　
　
　
　
　
　
「
三
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」�

■
後
援
　
対
馬
市
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
対

　
馬
保
健
所
・
対
馬
い
づ
は
ら
病
院
・
対
馬

　
精
神
障
害
者
家
族
会
「
ひ
ま
わ
り
会
」�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
い
づ
は
ら
病
院
　
精
神
科
　
大
浦�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
９
１
０�

����

■
日
時
　
３
月
11
日（
日
）　
小
雨
決
行�

■
受
付
　
９
時
〜
10
時�

■
場
所
　
豆
酘
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド�

■
コ
ー
ス�

　
○
８
キ
ロ
（
高
校
生
以
上
一
般
男
女
）�

　
○
４
・
４
キ
ロ
（
４
才
以
上
一
般
男
女
）�

■
参
加
費
　
中
学
生
以
下
　
２
０
０
円�

　
　
　
　
　
一
　
般
　
　
　
５
０
０
円�

　
※
ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
料
を
含
み
ま
す
。�

■
申
込
期
限
　
３
月
８
日（
木
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
対
馬
豆
酘
の
里
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
大
会�

　
実
行
委
員
会
事
務
局�

　
℻
０
９
２
０（
５
７
）１
１
４
５�

　
Ｅ
メ
ー
ル
　tsu

tsu
n
o
sato

@
yah
o
o
.co
.jp
�

����

■
日
時
　
３
月
18
日（
日
）　
９
時
50
分
開
会
式�

■
場
所
　
対
馬
市
厳
原
体
育
館�

■
参
加
対
象�

　〈
女
子
の
部
〉
一
般
女
性
（
学
生
を
除
く
）�

　〈
男
子
の
部
〉
一
般
男
性
（
学
生
を
除
く
）�

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
１
、
０
０
０
円�

■
申
込
方
法�

　
厳
原
体
育
館
及
び
各
地
区
公
民
館
に
お
い

　
て
あ
る
申
込
用
紙
で
、
左
記
ま
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
期
限
　
３
月
14
日（
水
）ま
で�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
平
間
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

　
℻
０
９
２
０（
５
２
）０
３
３
３�

������

■
日
時
　
３
月
３
日（
土
）　
14
時
〜
17
時�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階�

■
対
象�

　
○
障
害
等
に
よ
り
支
援
を
必
要
と
す
る
子

　
　
ど
も
、
そ
の
保
護
者�

　
○
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
関
係
職
種

　
　
等
及
び
地
域
療
育
に
関
心
が
あ
る
市
民�

■
メ
イ
ン
テ
ー
マ�

　「
親
も
子
も
地
域
で
普
通
に
暮
ら
し
た
い
」�

■
内
容
　
講
演
・
座
談
会�

■
主
催
　
あ
い
ネ
ッ
ト
つ
し
ま�

■
後
援
　
対
馬
市
・
対
馬
市
教
育
委
員
会
・

　
対
馬
保
健
所
・
対
馬
保
育
会�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
あ
い
ネ
ッ
ト
つ
し
ま
事
務
局�

　
対
馬
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン�

　
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
内
（
担
当
　
久
和
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
９
１
６�

�����

■
日
時�

　
４
月
14
日（
土
）　
９
時
10
分
〜
16
時
50
分�

　
４
月
15
日（
日
）　
９
時
10
分
〜
16
時
20
分�

■
会
場
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階�

■
受
講
資
格�

　
平
成
25
年
度
長
崎
県
公
立
学
校
教
員
採
用

　
選
考
試
験
受
験
希
望
者�

■
内
容
　
講
義
・
演
習
・
懇
談�

■
受
講
料
　
無
料
（
講
義
テ
キ
ス
ト
・
演
習
問
題
等
）�

■
締
め
切
り
　
４
月
７
日（
土
）�

■
申
込
方
法�

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
年
齢
・
受
験
校
種
・

　
勤
務
先
・
連
絡
先
（
住
所
・
電
話
番
号
）

　
を
明
記
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
〒
８
１
７
‐
０
３
２
２�

　
対
馬
市
美
津
島
町

知
甲
１
０
３
０
‐
７�

f
r
o
m
T
S
U
S
H
I
M
A
C
I
T
Y

182012. 2

尾
崎
要
塞
群�

〜
郷
山
・
多
功
崎
・�

　
　

樫
岳
砲
台
ウ
ォ
ー
ク
〜�

第
36
回
　対
馬
市
厳
原�

　ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会�

イ
ベ
ン
ト�

研
修
会
・
講
習
会�

第
６
回
　こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
祭
り�

第
25
回
　対
馬
豆
酘
の
里�

　
　
　
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
大
会�

第
10
回
対
馬
地
域
療
育
研
修
会�

平
成
25
年
度�

　長
崎
県
教
員
採
用
選
考
試
験�

　
　
　
　

受
験
対
策
講
習
会�



　
対
馬
市
退
職
校
長
会
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
俵
　
二
三
昭
）�

　
☎
・
℻
０
９
２
０（
５
４
）２
２
２
４�

������

■
業
務
内
容�

　
①
火
災
、
盗
難
防
止
等
の
保
安
警
備�

　
②
戸
籍
届
出
等
に
関
す
る
受
領
及
び
埋
火

　
　
葬
許
可
に
関
す
る
業
務�

■
勤
務
場
所
　
対
馬
市
役
所
本
庁�

■
募
集
人
数
　
１
名�

■
応
募
資
格�

　
満
64
歳
未
満
で
、
健
康
に
自
信
が
あ
る
方�

■
雇
用
期
間�

　
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日�

■
業
務
委
託
料�

　
年
額
　
１，
３
８
２，
２
５
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
回
均
等
払
い
）�

■
選
考
方
法
　
書
類
審
査
及
び
面
接�

■
面
接
日
時
　
応
募
者
に
別
途
通
知�

■
申
込
方
法�

　
市
販
の
履
歴
書（
自
筆
、写
真
貼
付
）に
、必

　
ず
昼
間
連
絡
が
と
れ
る
連
絡
先
を
明
記
の

　
上
、
左
記
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
期
限�

　
３
月
９
日（
金
）　
17
時
ま
で�

　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
総
務
部
　
管
財
課�

　
〒
８
１
７
‐
８
５
１
０�

　
対
馬
市
厳
原
町
国
分
１
４
４
１�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

19 広報つしま

門司税関厳原税関支署　☎0920（52）1112問い合わせ�

海外旅行にお出かけの方へ�
医薬品・化粧品等の個人輸入に係る数量制限について�

門司税関厳原税関支署からのお知らせ�

　医薬品、医薬部外品、化粧品又は医療用具の輸入（海外からお
土産として持ち帰る場合を含む）は、薬事法により制限されてい
ます。�
　一般の個人の方が自分で使用するために輸入（いわゆる個人輸
入）する場合には、原則として地方厚生局に必要書類を提出し、
営業のための輸入でないことの証明を受ける必要がありますが、
右記の範囲内については特例的に税関の確認を受けたうえで輸入
することができます。なお、個人使用として輸入した製品を他人
に売ったり譲ったりすることは認められません。�

◎医薬品及び医薬部外品�
●外用剤・・・・・標準サイズで1品目24個以内�

●毒薬、劇薬又は処方せん薬�
　　　・・・・・・用法用量からみて1カ月分以内�
●上記以外の医薬品・医薬部外品�
　　　・・・・・・用法用量からみて2カ月分以内�

◎化粧品�・・・・・標準サイズで1品目24個以内�
※口紅の場合、ブランド、色等にかかわらず24個以内�

◎医療用具�
家庭用医療機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・1セット�

使い捨てコンタクトレンズ・・・・2カ月分以内�
※電気マッサージ器、体温計など�

（毒薬、劇薬及び処方せん薬を除く）�
※外用剤：軟膏などの外皮用薬、点眼薬など�

対
馬
市
宿
日
直
警
備
員�

募
　
集�

厳原税務署　☎0920（52）0645問い合わせ�

国税庁� 検索�www.nta.go.jp

確定申告が始まります！�
◎平成23年分　所得税・消費税確定申告会場（税務署以外の会場）�

※すべての会場で、昼食休憩（12：00～13：00）があります。�

※�

◎東日本大震災により被害を受けられた方へ�
　　平成23年4月に施行された「東日本大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関する�
　法律」で創設された税制上の措置と合わせて、東日本大震災により被害を受けられた方等は、所�
　得税などの軽減・免除を受けることができ、確定申告などの手続を行うことに�
　より、税金の還付を受けることができます。 

◎税務署での相談及び申告・納税は�

2/20（月）・21（火）�

2/22（水）�

2/23（木）�

2/24（金）�

2/28（火）�

9：00～16：00�

9：00～16：00�

9：00～16：00�

9：00～15：00�

9：00～16：00

上 県 町�

上対馬町�

峰　　町�

豊 玉 町�

美津島町�

上県地区公民館 2階講堂�

上対馬総合センター 2階会議室�

峰地区公民館 2階講堂�

豊玉文化会館�

美津島文化会館 3階大会議室�

開　催　日� 時　　間� 町　名� 相　　談　　会　　場�

３月15日（木）まで� ４月２日（月）まで�所得税・贈与税� 消費税・地方消費税�

厳原税務署からのお知らせ�
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2012. 2 20

○
休
日
に
さ
れ
て
い
る
趣
味
は
？
�

　
昨
年
秋
ご
ろ
「
対
馬
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
」
と
い
う
の
が
発
足
し
て
、

僕
も
そ
れ
に
携
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
。

「
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
が
し
た
い
ね
」
と
、
メ
ン

バ
ー
で
模
索
中
で
す
。
最
初
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
舟
志
の
森
自
然
学
校
か
ら

も
み
じ
街
道
ま
で
の
往
復
約
20
㎞
を

歩
く
企
画
で
、
50
名
ほ
ど
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
紅
葉
に
は
ま
だ

早
く
、
緑
の
森
を
歩
く
こ
と
に
は
な

り
ま
し
た
が
、
気
持
ち
の
良
い
一
日

に
な
り
ま
し
た
。
�

　
た
だ
、
僕
自
身
は
日
ご
ろ
歩
く
時

間
が
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
頭
の

中
で
い
ろ
い
ろ
構
想
を
練
り
な
が
ら

歩
い
て
る
つ
も
り
に
な
っ
て
、
頭
の

中
だ
け
で
満
足
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

時
刻
表
を
見
な
が
ら
旅
を
し
た
気
に

な
る
の
と
似
て
い
ま
す
ね
。
�

○
ず
っ
と
対
馬
に
住
ん
で
、
何
か
気

づ
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
�

　
逆
に
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
ん
で

す
よ
ね
ぇ
。
最
近
、F
a
c
e
b
o
o
k

を
始
め
て
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
対

馬
市
島
お
こ
し
協
働
隊
の
方
と
実
際

に
お
会
い
し
て
話
し
た
時
、
「
対
馬

は
す
ご
い
で
す
よ
！
」
と
言
わ
れ
て

も
、「
何
が
す
ご
い
の
？
」
っ
て
尋
ね

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
対
馬
の
人
た
ち

に
と
っ
て
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
が
、

島
の
外
で
は
失
わ
れ
か
け
て
い
る
。

島
を
外
か
ら
の
目
で
見
る
と
素
晴
ら

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
な

ん
で
す
が
、
そ
の
中
に
ず
っ
と
い
る

と
な
か
な
か
そ
の
良
さ
に
気
づ
か
な

い
。
い
つ
も
あ
る
も
の
だ
か
ら
普
通

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
て
島
外
か
ら
の

い
ろ
ん
な
方
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

「
対
馬
の
魅
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
、

「
良
い
と
こ
ろ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

と
最
近
本
当
に
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
。
�

 
対
馬
が
盛
り
上
が
る
起
爆
剤
が
見

つ
か
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
そ
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
も

思
っ
て
。
ゆ
く
ゆ
く
は
島
外
か
ら
対

馬
に
歩
き
に
来
て
も
ら
っ
て
、
な
ん

て
構
想
は
大
き
い
ん
で
す
。
�

　
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な
が
っ
て
何
か

を
仕
掛
け
た
り
作
り
上
げ
た
り
す
る

と
い
う
の
は
労
力
も
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
そ
こ
か
ら
違
う
も
の
が
見
え

て
き
た
り
気
づ
き
が
あ
っ
た
り
。
そ

う
し
て
自
分
も
少
し
で
も
飛
躍
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
�

○
F
a
c
e
b
o
o
k
を
使
っ
て
一

番
面
白
か
っ
た
出
会
い
は
？
�

　
僕
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
紹
介
し
て

く
れ
た
、
前
回
登
場
の
武
末
さ
ん
と

知
り
合
っ
た
こ
と
か
も（
笑
）。
ど
う

し
て
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
知
り
合
っ

た
の
か
、
妻
や
知
人
も
不
思
議
が
っ

て
尋
ね
る
ん
で
す
よ
。
実
際
僕
自
身

が
一
番
不
思
議
に
面
白
が
っ
て
ま
す
。�

○
F
a
c
e
b
o
o
k
が
き
っ
か
け

で
の
ご
紹
介
は
、
初
め
て
で
す
。
時

代
は
変
化
し
ま
し
た
ね
。
�

　
じ
ゃ
僕
も
時
代
の
大
き
な
波
に
乗

っ
て
る
ん
で
す
ね
。
F
a
c
e
b
o
o
k

を
さ
れ
て
る
方
、
バ
ン
バ
ン
承
認
し

ま
す
の
で
お
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
�

（
笑
）。
子
ど
も
に
は
「
食
事
の
時
く

ら
い
携
帯
は
持
つ
な
」
と
言
っ
て
た

親
の
ほ
う
が
、
今
で
は
携
帯
を
手
放

せ
な
く
な
っ
て
ま
す
か
ら
ね
ぇ
。
子

ど
も
が
携
帯
を
手
放
せ
な
い
理
由
が

分
か
る
気
が
し
ま
し
た
。
�

　
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
方
と
い
ろ

ん
な
方
法
で
知
り
合
っ
て
、
つ
な
が

り
を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
事
も
、
F
a
c
e
�

b
o
o
k
を
使
っ
て
広
げ
て
い
き
た

い
た
い
で
す
。�

�毎
回
、登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に�

次
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
の�

コ
ー
ナ
ー
。
次
回
は
厳
原
町
久
田�

在
住
の
山
根
高
義
さ
ん
で
す
。�

お
楽
し
み
に
。�

●プロフィール�
43歳。美津島町今里出身、　知在住。高校卒業後は実家で父と共に魚の養殖業を営む。8年前から（有）原田商店
美津島給油所に勤務。20歳の長男を筆頭に4人の子ども達はみんな中学生まで剣道クラブに通う。以前このコー
ナーに登場された　川太郎さんや森寛士さんとは、子どもの剣道クラブを通じてのお知り合い。「次は俺かな？な
んて期待してたらあっさり飛ばされてがっかり（笑）。待ってましたという感じです」と終始笑顔でお話を聞かせ
てくださいました。最近Facebook※を始め、そこで知り合った様々な人との情報交換が楽しいとのこと。�

にし やま とも お

西山 智雄さん�

※Facebook（フェイスブック）…インターネットを使って特定の関心を持つ人たちと交流を深めたり、情報交換ができるサービスの一つ。�



　みなさんは、釜山に対馬国際交流協会の事務所がある
ことをご存じでしょうか？�
　「対馬釜山事務所」は釜山市中区の竜頭山公園のふも
とにあるビルの６階にあります。場所的には釜山市の中
心部である南浦洞や釜山駅に近く、非常に便利な場所です。�

　現在、副所長の「金 京一
（キム・キョンイル）」と
所員の「韓 宣周（ハン・ソ
ンジュ）」の２名が現地ス
タッフとして常勤しており、
どちらも日本語は非常に堪
能です。�
　主な業務内容は、厳原港
まつり対馬アリラン祭・国
境マラソンIN対馬・ちんぐ
音楽祭の支援、対馬市と駐
釜山日本国総領事館及び釜
山韓日文化交流協会の主催

である「日本歌謡大会」の運営、韓国内と対馬の
学校間の交流事業調整支援、各種団体の先進地視
察調整支援、ラグビー・バドミントン等スポーツ
交流及び写真・舞踊等文化交流の支援、韓国の旅
行社・マスコミへのPR活動、韓国人からの対馬に
対する問い合わせ対応などがあり、精力的に取り
組んでいます。�
　対馬のみなさんが釜山に訪問されたときに時間
が許せば、是非、お立ち寄りいただきたいと思い
ます。また、もし韓国旅行中に困ったことが発生
した場合もご一報くださればすぐに対応いたします。�
　これからも対馬釜山事務所は、対馬と韓国の友
好交流発展のため、全力でがんばります。�

福岡近郊で見つけた“対馬”
福岡事務所のスタッフが、福岡近郊で触れた対馬を�
紹介するコーナーです。�
�
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〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26  福岡Dビル11F�
☎092（481）6411　℻092（292）8786

●釜山市中区大庁洞1街昌国ビル6F�
　☎82-51（254）9205（日本から掛ける場合）
　☎051（254）9205（韓国内から掛ける場合）�

スタッフ　平山祝詞・阿比留忠明・古賀陽子�

　ブログ　　『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/

 福岡サンパレスで毎月開催されている「日本
酒の会」は、季節のご馳走と日本各地の名酒を
楽しむイベントです。年も押し迫った昨年12
月26日の第27回「日本酒の会」に使われた食
材は旬の「寒ブリ」。解体の実演も行われたの
ですが、登場した14kgのブリは嬉しいことに
対馬で水揚げされた物でした。また、忘年会で
お邪魔した居酒屋「磯ぎよし」でも対馬産ブリ
をご利用いただき、「本日のオススメ」で大き
くPRしていただきました。対馬の寒ブリ、引
っ張りだこです。�

スタッ
フ�

おすす
め!

わさびおろしでわさびおろしで�いただきましたいただきました�

わさびおろしで�いただきました�

　株式会社NTT西日本－九州。各県の支社、関連企
業を含めた社員は約15,000人で、私たちの日常生活
に欠かせないインフラ「情報通信」を支える企業です。
これまでにも社内で、対州そばのそば打ち体験を実
施していただき、対馬のPRにご尽力いただきましたが、
昨年より社員を対象にした取次ぎ販売で対馬の特産
品を扱っていただいています。今回は干物、しいたけ、
アナゴなどを年末のお歳暮商品として販売していた
だき、好評をいただいています。今後も品揃えを充
実させ、売上げアップを目指します。�

今が旬！対馬の寒ブリ�

好
評
を
い
た
だ
い
た
お
歳
暮
の
干
物
セ
ッ
ト
�

（左：金 京一さん　右：韓 宣周さん）�（左：金 京一さん　右：韓 宣周さん）�
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市長の動き�市長の動き�〈1月〉

（
12
月
21
日
〜
１
月
20
日
受
付
分
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み�

安全運転で、事故のない対馬を�
目指しましょう!!

交通事故情報�
1月31日現在�
（平成24年中）�

区　分� 市全体�北署管内�南署管内�

本年�発
生
件
数� 昨年比�

本年�死
者
数� 昨年比�

本年�負
傷
者
数� 昨年比�

4�

0�

0�

0�

4�

‐1

0�

‐2�

0�

0�

0�

‐3

4�

‐2�

0�

0�

4�

‐4

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

　長崎県・対馬市・対馬市社会福祉協議会では、多重債務・失業・保育・介護など�
暮らしに関する悩みや、ストレスによるこころの悩み、または法律に関する相談�
会を開催しています。料金は全会場無料です。お気軽にご利用ください。�

※ありあけ会館（厳原町久田）では、火曜日～金曜日（9：00～17：00）上記相談日を�
　除いて開設しています。�

3月7日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

10：00～12：00 上対馬総合センター�

13：00～15：00 上県地区公民館�

10：00～12：00 峰地区公民館�

13：00～15：00 豊玉地区公民館�

10：00～12：00 美津島地域活性化センター別館�

14日（水）�

22日（木）�

問い合わせ�福祉事務所福祉課　☎0920（58）2294�
こころの相談所　　☎0920（52）8162

※法律相談を希望される方は、必ず事前（前日の16：00まで）に予約をお願いします。�

3月7日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

豊玉町福祉センター�

13：00～16：00 対馬市総合福祉保健センター（美津島）�

対馬市交流センター（厳原）�

14日（水）�

28日（水）�

問い合わせ�対馬市社会福祉協議会 地域福祉班　☎0920（58）1432

※相談は、弁護士・司法書士など専門家が対応します。�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

13：00～16：00 ハローワーク対馬�2月28日（火）�

問い合わせ�対馬保健所地域保健課　☎0920（52）0166

比
田
勝
　
大
島
ハ
ツ
ヨ
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歳

網
　
代
　
坂
本
　
ト
ワ
　

101
歳

唐
舟
志
　
園
田
　
マ
サ
　
96
歳

舟
　
志
　
大
浦
　
滿
枝
　
90
歳

太
鼓
町
　
大
石
　
嘉
彦
　
57
歳

西
津
屋
　
阿
比
留
喜
代
壽
　
85
歳

　
湊
　
　
原
　
�

枝
　
90
歳

鹿
　
見
　
武
本
コ
ト
ヱ
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歳

久
　
原
　
原
田
　
　
登
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歳

青
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平
山
　
歌
子
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歳

佐
　
賀
　
白
水
　
辰
治
　
85
歳

佐
　
賀
　

田
　
道
子
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歳

仁
　
位
　
國
分
　
　
保
　
90
歳

塩
　
浜
　
小
西
　
ヤ
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大
　
綱
　
阿
比
留
ヒ
サ
子
　
90
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田
　
　
吉
村
　
豊
子
　
79
歳

　
田
　
　
小
川
　
恒
由
　
71
歳

上
の
町
第
１

　
扇
　
　
タ
キ
　
94
歳

上
の
町
第
２

　
原
田
　
勝
代
　
66
歳

日
　
向
　
細
矢
　
忠
夫
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歳

本
　
町
　
神
宮
　
昌
之
　
52
歳

大
　
浜
　

永
し
津
江
　
88
歳

根
　
緒
　
中
山
志
保
子
　
86
歳

加
　
志
　
井
　
　
イ
シ
　
91
歳

尾
　
崎
　
岩
佐
　
利
光
　
68
歳

島
　
山
　
黒
岩
　
友
之
　
56
歳

大
船
越
本
町

　
松
村
　
　
護
　
74
歳

久
須
保
　
小
島
サ
ツ
エ
　
85
歳

芦
　
浦
　
井
手
　
ル
イ
　
91
歳

宮
　
谷
　
栗
山
　
浩
幸
　
59
歳

天
道
茂
　
松
江
　
幹
子
　
89
歳

今
屋
敷
　
山
下
登
美
江
　
89
歳

田
　
渕
　
國
武
　
興
一
　
97
歳

大
手
橋
　
岡
野
登
代
子
　
96
歳

大
手
橋
　
畑
島
　
榮
一
　
85
歳

大
手
橋
　
浅
野
　
龍
美
　
70
歳

国
　
分
　
清
水
　
　
弘
　
89
歳

白
　
子
　
西
川
　
志
信
　
69
歳

堀
　
田
　
河
本
　
久
夫
　
85
歳

豆
酘
中
町
　
阿
比
留
松
夫
　
78
歳

阿
　
連
　
橘
　
　
隆
雄
　
80
歳

椎
　
根
　
西
山
　

貞
　
80
歳

（
敬
称
略
）�

仕事始め式�
�
消防出初式�
�
99歳到達褒状贈呈�
�
成人式�
�
当初予算査定�
�
釜山市長来島�
�
瑞宝太鼓公演�
�
アサヒビール（株）「うまい！を�
明日へ！」プロジェクト寄付金�
贈呈式�
人権擁護委員委嘱状交付式�
�
長崎県離島航路対策協議会�
対馬分科会�
�
黄川田総務副大臣来島�
�
上対馬地域審議会�
上県地域審議会�
�
厳原地域審議会�
美津島地域審議会�
�
峰地域審議会�
豊玉地域審議会�

4日

5日

6日

8日

11～13日

14日

15日

17日

18日

19日

27日

30日

31日

３月のテーマ�

月�
火�

水�

木�

金�
脊椎圧迫骨折の新しい治療法�
～バルーンカイフォプラスティ～�

特定健診結果の読み方�

子どもの吃音（どもり）�

外陰ヘルペス�

網膜剥離�

物忘れはぼけの始まりか�

土・日�
・・�
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☎0920（52）1910

☆予約制となります。★内科医の紹介により診療予約となります。�

診療時間は9：00～12：00です（※急患の方のみ）�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

19

28

7・14・21・28

9

7・14・21

7・21

7・14・21・28

17

15

血　液　内　科�

☆ 神 経 内 科�

☆ 循 環 器 科�

脳 神 経 外 科�

★糖尿病外来�

皮　膚　科�

☆思春期外来�

☆発達障害外来�

（長崎医療センター）�

（森　正孝）�

（守崎勝悟）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�

（川上眞寿弘）�

（長崎県精神医療センター）�

（中庭メンタルクリニック）�

（長崎医療センター）�

☎0920（86）4321
診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

☎0920（54）2024

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っ�
　　　ております。�
※２．透析診療については、月曜日～土曜日までの午前中に診療しますの�
　　　で、お問い合わせください。�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃11：00�

8：30̃10：30

8：30̃11：00

8：30̃11：00

13：00̃15：00

9：00～�

8：30̃11：00

7・14・21・28�

1・8・15・22・29

14

23

1・8・15・22・29

7�

8

※予約のみ�

予約で受け付けています�

耳 鼻 咽 喉 科�

泌　尿　器　科 �

眼　　　科�

内　視　鏡�

補 聴 器 外 来�

（福岡大学病院）�

（長崎大学病院）�

（いづはら病院）�

（九州大学病院）�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃15：00�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃10：00

21�

6�

8・29�

1・15・29�

14・28�

9・16�

21�

9

眼　　　　科�

耳　鼻　科�

皮　膚　科�

�

�

泌 尿 器 科�

循 環 器 科 �

脳　外　科�

精　神　科�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医師名�

日曜・休日救急医療�

※特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療センター応援につきましては、空路欠航等により診療を中止する事が�
　ありますので、事前に確認下さいますようお願いします。�

3/4（日）�

11（日）�

18（日）�

20（火）�

25（日）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（三　根）�

（厳　原）�

（佐　賀）�

古藤　剛�

主藤久次�

塩見秀明�

吉田茂幸�

武林幸子�

今屋敷ことう診療所�

すとう内科医院�

三 根 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

税務課  夜間窓口�税務課  夜間窓口�
■2月の夜間窓口日程�

■窓口開設時間　17：30～20：00

※夜間窓口は、毎月末の1週間を予定しています。�
（ただし、各地域活性化センターでは2日間を予定） 
※2月29日は、市税・国保税9期の納期です。�

【問い合わせ】市民生活部税務課　☎0920（53）6111

場 所 � 本庁税務課� 各地域活性化センター�

期 間 �23（木）、24（金）、27（月）～29（水）� 28（火）、29（水）�

午後８時まで�
開いています�

まずは納税！�

「払いたくてもはらえない…」�
そんなときは、早めのご相談を。�

　高級バッグなどのぜいたく
品を買う前に、「納税」を済ま
せましょう。�
　税金を滞納すると、延滞金
の徴収や、財産差押等の滞納
処分を受けることがあり、納
税が遅れれば遅れるほど、負
担は大きくなります。�



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。�
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２がつ�生まれ�

※毎月たくさんのご応募をいただいています。下記問い合わせ先へお早めにご応募ください。（先着順ですが初めての方を優先します）�

原田虎太郎くんくん�原田虎太郎くん�

はら  だ    こ    た  ろう�

2/14生まれ（1才）厳原町�

歩夢くんくん�歩夢くん�
あゆ  む�

村山大夢くんくん�村山大夢くん�
むら やま ひろ  む�

2/152/15生まれ生まれ（6才）才）厳原町厳原町�2/15生まれ（6才）厳原町�

阿比留  翼くんくん�阿比留  翼くん�
あ   び   る     つばさつばさ�あ   び   る     つばさ�

さくらちゃんちゃん�さくらちゃん�
2/122/12生まれ生まれ（2才）才）�2/12生まれ（2才）�

2/142/14生まれ生まれ（6才）才）美津島町美津島町�2/14生まれ（6才）美津島町�

古藤宗一郎くんくん�古藤宗一郎くん�
こ  とう そう いち ろう�

2/13生まれ（3才）厳原町�

浦瀬萌々華ちゃんちゃん�浦瀬萌々華ちゃん�
うら  せ    も    も    か�

2/13生まれ（1才）厳原町�

扇　慶心くんくん�扇　慶心くん�
おおぎ     けいしん�

2/32/3生まれ生まれ（2才）才）上対馬町上対馬町�2/3生まれ（2才）上対馬町�

馬場大河くんくん�馬場大河くん�
ば    ば  たい  が�

2/8生まれ生まれ（6才）才）厳原町厳原町�2/8生まれ（6才）厳原町�

庄司煌翔くんくん�庄司煌翔くん�
しょう じ  きら  と�

2/13生まれ生まれ（1才）才）厳原町厳原町�2/13生まれ（1才）厳原町�

波多野愛奈ちゃんちゃん�波多野愛奈ちゃん�
は   だ   の  あい  な�

2/12生まれ（3才）豊玉町�

作 り 方 �

① 鍋に分量の水と干ししいたけを入れて浸す。�
② せんだんごはひたひたの水に浸す。かたまりが割れて�
　 きたらすぐに余分な水を捨て、手でこねる。時間をお�
　 きすぎるとどろどろになってしまうので注意する。�
③ ②を大きめのおにぎりぐらいに丸め、熱湯の中に入れ色が変わる程度�
　 にゆで、よくこねる。（ゆですぎないように注意する）�
④ 大きめの鍋に湯を沸かし、③を「ろくべえせぎ」という道具で押し出し�
　 ながら入れてゆでる。浮いてきたら水にとってさらし、水気を切る。�
　 (下記写真参照）�
⑤ ①にぶつ切りの鶏肉を加えて煮立て、煮立ったらごぼうを加え　で調�
　 味する。�
⑥ 器に④を盛り、かまぼこをのせて⑤をかけ、ねぎを散らす。�

材料（4人分）�

せんだんご・・・・・・・・・・・・・・・�

干ししいたけの薄切り・・・・・�

ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

鶏肉（好みの部位で）・・・・・・・�

　　薄口しょうゆ・・・・�

　　酒・・・・・・・・・・・・・・・・・�

かまぼこの薄切り・・・・・・・・・�

細ねぎ（小口切り）・・・・・・・・・・・�

300g�

4枚分�

8cm�

5カップ�

200g�

大さじ3～4�

大さじ1�

8切れ�

1本�

　対馬の伝統的な郷土

食の一つである「ろく

べえ」は、めん料理の

一つで、そばやうどん

のように調味しただし

汁をかけ、薬味をのせ

て食べます。�

　デンプン質が多いので、

ゆでると表面が透き通

ります。つるつるっと

のど越しのいい食感と、

さつまいもデンプン独

特の香りがおいしさの

特徴です。�

Ａ�

Ａ�

「
ろ
く
べ
え
せ
ぎ
」で�

鍋
の
中
に
押
し
出
し�

ま
す�

そ
ろ
そ
ろ�

　
ゆ
で
あ
が
り
か
な
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「
ろ
く
べ
え
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